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１ 共同研究事業 

  

15） 子どもの「やってみたい！」を引き出す造形活動の工夫 

～遊びや鑑賞を通して育まれる創造力と表現の楽しさ～  

  

１．事業名および担当者 

 事業名は，子どもの「やってみたい！」を引き出す造形活動の工夫 ～遊びや鑑賞を通

して育まれる創造力と表現の楽しさ～」であり，担当者は次のとおりである。 

 教職大学院：青木 善治 

 豊郷町立豊郷幼稚園：大和 高成（園長），教職員  

 

２．事業の目的 

 子どもが「つくりたい」と思う気持ちを育み，主体的・創造的に表現する力を伸ばすため

に，保育者の関わりや環境の構成を工夫しながら，造形活動を中心とした実践を追究する。 

 

３．事業の概要 

（１）研究の目的 

 申請者は，昨年度に引き続き今年度も，子どもたちを対象とした造形活動や対話型鑑賞活動

に関する共同研究の依頼を受け，本研究に取り組んだ。本研究では，子どもの「やってみたい」

という内発的な意欲を引き出す導入の工夫や，多様な素材を生かした表現環境の構成，活動の

継続性を意識した展開の在り方，さらに他者とのかかわりを通して生まれる学びに着目し，新

たな活動を実践する。これらを通して，幼稚園児の実際の姿をもとに，造形活動における効果

的な題材設定や支援の在り方を明らかにすることを目的とする。      

（２）成果と課題 

 10 月 15 日に，年長・年中園児を対象として，ステージを備えた広い空間において，ワーク

ショップ形式による共同制作を，休憩時間を含め約 60 分間実施した。「みんなでつくろう長

い旗」では，ロール紙の代わりに耐久性に優れた建築資材であるタイ

ベックシートを用いて活動を行った。ワークショップの主な流れは，

次のとおりである。  

 ① 強度に優れた住宅用資材であるタイベックシートの上に寝転び， 

思い思いのポーズをとる。 

 ② 教職員がそのポーズの輪郭をマジックでなぞり，園児一人ひとり 

の「分身」を描き出す。その際，必ず隣の園児と手や足など身体 

の一部が重なるように設定した。 

 ③ 大まかな下描きができた後，絵の具，刷毛，筆，ローラー，スタ 

ンプ，スプレー等の中から自分で使いたい道具を選び，全身を使って 

自由に表現する(図１)。 

 活動中，園児たちは刷毛やローラーに加え，自分の手足も用い  図 1 表現する園児  

ながら，思い思いに表現に没頭する姿が多く見られた。  
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 また，その様子を参観していた教職員も，園児一人ひとりの感じ方や考え方に思いを寄せ，寄り

添いながら，保育において大切にすべき視点について学び合う姿が見られた。参観後に記入された

任意のアンケートには，本実践の成果が端的に表れていたため，その一部を以下に紹介する。 

・自分の体のかたちを先生にペンでなぞってもらい，最初は「くすぐったい！」と笑っている子も 

いて，みんな楽しそうでした。自分のかたちが紙にうつると，「ぼくってこんなんなんだ！」 

「おおきいね」と自分の姿に驚いている様子が見られました。その後，ぬる作業では，自分の顔 

を描く子や，服に見立てて個性あふれる作品ができあがりました。色の選び方や塗り方にも工夫 

があり，子どもたちの表現力や想像力が育っていることを感じました。完成した作品を見せ合う 

と「すごーい！」「〇〇ちゃんのかわいい」と友達の作品をほめる声もあり，互いを認め合う温 

かい時間にもなりました。ありがとうございました。（ひまわり組） 

・楽しい活動をありがとうございました。最初は一人一人の子ども達の型取りをするということで 

なかなか斬新でびっくりしましたが，普段，絵の描けない子，苦手な子も何のためらいもなく参 

加できて，みんなが同時に進んで行くことで一緒に楽しみながら，どんどん色の楽しさの世界に 

入ってダイナミックになっていく姿をみさせていただき，絵の無限の世界を感じさせていただき 

ました。また，楽しい活動をよろしくお願いします。（年中） 

・とっても楽しい活動ありがとうございました。どんな感じに色をぬるのかなあと思っていたら， 

線からはみださず丁寧にぬったり，ローラーをしたり子どもたちの性格がよくわかりました。普 

段からよく絵の具遊びはしています。あれだけ大きい紙に描いたのははじめてで，子どもたちも 

イキイキと楽しんでいたなと感じました。スタンプも様々な形があり，描くことに抵抗がある子 

でも楽しんで参加できると思います。今回教えてくださった活動をまたやってみたいです。（5 歳 

児担当） 

 これらの感想から，自分の身体のかたちを起点とした活動設定が，園児にとって親しみ

やすい導入となり，造形活動への心理的なハードルを下げていたことがうかがえる。また，

大きな画面と多様な用具を用いた環境構成により，描画に苦手意識をもつ園児も含め，全員

が安心して主体的に表現に向かうことができていた。さらに，作品を見せ合い互いのよさ

を認め合う姿が見られたことから，本活動は造形表現を通して，自己肯定感や他者理解を

育む契機となっていたと考えられる。活動後の後片付けや清掃までを含めた環境づくりに

ついては今後の課題とする。 

 

４ 今後に向けて 

 幼稚園における遊びの中で，子どもが気づき，考え，試しながら楽しむ造形活動の可能

性について，共同研究を通して一定の成果と課題を明らかにすることができた。本実践か

ら，用途や完成形を限定しない素材の設定や，子どもの発想を受け止める保育者の関わり

が，園児の「やってみたい」という内発的な意欲を引き出し，没頭を伴う造形行為につな

がることが示唆された。今後は，年齢や発達段階の違いによる活動の深まり方や，保育者

が関わる場面と見守る場面の在り方に着目しながら，幼稚園教育における造形活動の質を

高めるための視点を整理していきたい。あわせて，保育者自身の省察を促す研修のあり方

についても，共同研究を継続しながら追究していく。       

（青木 善治）           
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１ 共同研究事業 

  

16） 子どもが夢中になる造形活動の工夫と実践 

～遊びや鑑賞体験を通して育つ表現力～ 

  

１．事業名および担当者 

 事業名は，「子どもが夢中になる造形活動の工夫と実践～遊びや鑑賞体験を通して育つ表現力～」で

あり，担当者は次のとおりである。 

 教職大学院：青木 善治 

 豊郷町立愛里保育園：小野 淳（園長），教職員  

 

２．事業の目的 

 本事業では，保育園児における子どもの「夢中になる力（＝主体的に取り組む姿勢）」を大切にし

ながら，造形遊びや鑑賞体験を通して，表現する喜びや創造する楽しさを育む造形表現活動の在り方

を明らかにすることを目的とする。 

 具体的には，豊郷幼稚園で行った実践と共通する全身を使った造形活動に加え，年中児を対象に，

緩衝材・エコプラスの素材の特性を生かした「くっつけてつくろう」の活動を取り入れ，子どもが素

材に触れ，試し，つくりながら没頭していく過程に着目する。これらの実践を通して，子どもの主体

性を引き出す題材設定や環境構成，保育者の関わりの在り方について検討していく。 

 

３．事業の概要 

（１）研究の目的 

 本研究は，保育園児が造形活動において主体的に関わり，夢中になって取り組む姿がどのような

条件や関わりのもとで生まれるのかを明らかにすることを目的とする。具体的には，豊郷幼稚園で

行った実践と共通する全身を使った造形活動に加え，年中児を対象に素材の特性を生かした「くっ

つけてつくろう」の活動を実施し，子どもが素材に触れ，試行錯誤しながら表現を深めていく過程

に着目する。これらの実践を通して，子どもの「夢中になる力」を引き出す題材設定や環境構成，

保育者の関わりの在り方について検討し，保育における造形表現活動の充実に資する知見を得るこ

とを目指す。    

（２）成果と課題 

 本実践では，多様な用具や素材の特性を生かした造形活動により，活動への不安や抵抗を示してい

た子どもも含め，全員が安心して主体的に表現に参加する姿が見られた。特に，水に湿らせるだけで

接着できる緩衝材は，扱いやすく参加しやすい素材であり，子ども一人ひとりの発想に応じた多様な

表現を引き出していた。また，素材の感触を楽しんだり，試行錯誤を重ねたりする中で，造形遊びが

活動後もクラス内で継続して行われるなど，遊びが日常へと広がっていく様子が確認された。 

 一方で，緩衝材を用いた造形遊びでは，比較的手で持てる大きさの作品づくりに集中する傾向が見

られ，形や空間的な広がりを伴う表現へと発展させるためには，題材提示や保育者の関わり方に工夫の

余地があることが課題として挙げられる。また，全身を使った活動については，子どもが安心して思

い切り表現できるよう，活動後の後片付けや清掃を含めた環境づくりを事前に整えていく必要がある。
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参観された先生方が記した任意のアンケートに本事業の成果が端的に記されているので一部紹介させ

ていただく。 

・自分の型をとることに抵抗がある子どももいたが，その後のロー 
ラーやポンポン？等で絵具あそびでは全員が楽しめていたので 
よかったです。（5 歳児担当） 

・水だけでくっつくという手軽さが，普段のりやボンドを難しく 
思う子どもたちにも参加しやすかったように思います。初めて 
この素材で造形遊びをしましたが子どもの数だけ様々な表現が 
あり，とてもおもしろかったです。その後も継続して遊び，色 
を付けたい子や異素材と組み合わせたい子など遊びも深まって 
いきました。楽しい活動を教えていただき，ありがとうござい 
ました。さらにどのような素材と組み合わせて遊びを広げてい 
かれるのか，教えていただけたら嬉しいです。（４歳児担当） 

・今回の活動を通して，子どもたちが自由につくったり試したりする姿が 
印象的でした。緩衝材そのものの感触を楽しみながら，なぜ水でぬらす 
とくっつくのかという疑問を口にする子や何をつくろうかなと考えなが 
ら想像を膨らませる子など，子どもたちがそれぞれに楽しさやおもしろ 
さを感じていたように見えました。今回の造形遊び後も，クラスで作品 
づくりをして遊んでいます。貴重な体験をありがとうございました。 
（４歳児担当） 

・今回使用させていただいた道具は園にはないので，欲しいなと思いました。 
また，描画活動（経験したことの絵を描く）の指導をもっと知りたい。 
よかったら青木先生が指導している様子も見せてもらえると嬉しいなと 
思いました。（5 歳児担当） 

・トウモロコシが原料の素材で水に湿らせただけでくっつくということに 
驚きました。子どもだけでも簡単にくっつけることができるというのが 
よかったです。最初からつくるものを決めて形をつくっていく子や，くっ 
つけることを楽しんでいる子など，いろいろな様子が見られ，それぞれに集中してつくっていたと思 
います。ありがとうございました。（4 歳児担当） 

これらの感想から，本実践で行った子どもが夢中になる造形活動の工夫と実践により，多様な用具

や扱いやすい素材の特性を生かすことで，活動への不安や抵抗感をもつ子どもも含め，全員が安心し

て造形活動に参加し，楽しむ姿へとつながっていったことがうかがえる。特に，水に湿らせるだけで

接着できる緩衝材は参加しやすく，子ども一人ひとりの発想に応じた多様な表現を引き出していた。 

 また，素材の感触を楽しんだり疑問をもったりする姿や，活動後も継続して作品づくりに取り組む

様子が見られたことから，こうした造形活動は感覚的な楽しさにとどまらず，思考や探究心を伴いな

がら日常の遊びへと広がっていくことが示唆される。 

 一方で，緩衝材を用いた造形遊びでは，作品の大きさや空間的な広がりを伴う表現へと発展させる

ための題材提示や関わり方について，今後さらに工夫していくことが課題として挙げられる。 

４ 今後に向けて 

 本実践を通して，子どもが素材に触れ，試し，つくりながら夢中になって表現する姿を引き出すた

めには，素材の特性を生かした題材設定や，安心して参加できる環境構成が重要であることが明らか

となった。特に，水に湿らせるだけで接着できる緩衝材は，子ども自身の手で扱いやすく，主体的な

造形遊びを支える有効な素材であった。 

 今後は，こうした素材のよさを生かしつつ，異素材との組み合わせや題材提示の工夫により，形や

大きさ，空間的な広がりを伴う表現へと発展させることを検討していきたい。また，活動の過程や子

どもの姿を保育者間で共有し，造形活動における関わり方や環境づくりについて省察を深めること

で，日常の保育に生かされる実践へとつなげていきたい。 

                                      (青木 善治) 
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１ 共同研究事業 

  

17） 感じ・考え 互いに学び合い高め合う 笠縫魂  

～明日につながる保育を求めて～ 

  

１．事業名および担当者 

 事業名は，「感じ・考え 互いに学び合い高め合う 笠縫魂   ～明日につながる保育を求めて～」

であり，担当者は次のとおりである。 

 教職大学院：青木 善治 

 草津市立笠縫こども園：管 久美子（園長），教職員 

 

２．事業の目的 

 本事業は，子どもが楽しんで取り組める造形遊びの在り方を探るとともに，造形遊びを進める上

でのポイントや多様な技法について，保育者自身が実技を通して学び合うことを目的とする。子ど

もの姿を起点に，造形活動における環境構成や関わり方を見直し，明日につながる保育の実践へと

生かしていくことを目指す。 
 

３．事業の概要 

（１）研究の目的 

 本研究は，子ども一人ひとりが感じ，考えたことを造形表現を通して自分らしく表し，仲間や

保育者と互いに学び合い，高め合う過程に着目し，造形活動が子どもの創造力や自己肯定感の育成

にどのように寄与するのかを明らかにすることを目的とする。あわせて，造形遊びにおける素材

の選択や環境構成，保育者の声かけや関わり方について検討し，「明日につながる保育」の在り

方を探究する。      

（２）成果と課題 

 本実践では，全身を使って表現する造形活動（ワークショップ）を通して，子ども一人ひとりが

強い期待感とわくわく感をもって活動に向かい，安心して夢中になって取り組む姿が多く見られた。

大きな画面や豊富な色彩，すぐに表現に入ることができる環境構成が，子どもの「やってみたい」

という気持ちを高め，友だちと関わり合いながら，また黙々と集中しながら表現を深める姿につな

がっていた。また，本実践は子どもの姿にとどまらず，保育者自身の学びや省察を促す機会とも

なっていた。子どもの行為を否定せず受け止め，「楽しい」に変えていく声かけや関わり方が，

子どもの意欲や主体性を一層引き出すことが，保育者の実感として共有された。準備や片付けへの

不安を抱きつつも，子どもと同じ立場で造形活動を体験することで，保育者自身の保育観や関わり方

を見つめ直す契機となっていた点は，大きな成果である。 

さらに，こうした体験が活動後の保育室での遊びへとつながり，絵の具遊びや造形遊びが日常の

中で継続・深化している様子が見られたことから，本実践は一過性の体験にとどまらず，「明日に

つながる保育」へと広がる可能性をもっていたと考えられる。一方で，全身を使ったダイナミック

な造形活動であるがゆえに，準備や片付けを含めた環境構成や動線の工夫，保育者間での役割分担

については，今後も継続して検討していく必要がある。 

また，子どもの表現をさらに広げていくための題材提示や関わり方についても，実践を重ねなが
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ら整理していくことが課題として挙げられる。 

実践後に記入された任意のアンケートには，成果が端的に表れていたため，その一部を以下に

紹介する。 

・とても楽しかったです。前日に人型アートをすることを子どもたちに 

伝えると，とても楽しみにしていて，当日遊戯室に入ると，いつにも 

増したキラキラの笑顔でした。自分の体の大きさに喜び，夢中になっ 

て絵の具だらけになっていました。自分が主となって進めていると見 

えない子どもの姿や呟き，発見がたくさんあり学びになりました。あ 

りがとうございました。 

・「思う存分に絵の具を楽しめる環境の準備」「どのタイミングも子ど 

ものやっていることを否定せず，楽しいに変える」が私の 1 番の印象 

でした。特に最初の説明がはじまる前にローラーを触り始めていた子 

どもに対し，青木先生の「触ってまっててもいいよ」という一言で， 

子どもたちのわくわくがさらに大きくなっていることを感じました。 

私の心のどこかにある「あ～汚さないで」「こぼれる！！」「〇〇さ 

せたい」等の気持ちは捨てて，子ども主体で一緒に楽しむことを改め 

て大切にしていきたいと思いました。貴重な経験をさせていただき， 

ありがとうございました。 

・先日は，心動かされまくりの造形遊びをありがとうございました。全 

身を描くと聞いて，楽しみな反面，準備と片付けの大変さが先に頭に 

浮かび，保育で実践するには勇気がいるなと思っていました。遊戯室 

に入り，目に飛び込んだ大きな白い紙！つながってる！？一人一枚で 

はないことにまず心がウキウキ！そして，色鮮やかな絵の具に心がわ 

くわく！もう早くやりたい！私の心も子どもたちと同時進行でした。 

大きな紙に寝っ転がり，近くの人とつながるポーズ。楽しすぎます。 

そして，すぐにぬり始められる環境。混ぜても，手足も，道具も何も 

かも OK！！こんなに「やりたい」と思い続けられた遊びを準備してく 

ださり，本当に感謝と学びで大爆発です。子どもたちが友達と言葉を 

たくさん交わしたり，また黙々と夢中で取り組んだり，そんな姿がたく 

さん見られた活動でした。絵の具が苦手だった子どももそんな素振りを見せず，喜んで参加していました。 

また，普段できない混色を思う存分楽しみました。感触もたくさん楽しみました。私は，かかとに付いた

赤の絵の具がまだ残っています。この時にできた経験が保育室でも自由に絵の具で遊ぶ子どもたちの姿に

つながっていると思います。たくさん心を動かせていただき，ありがとうございました！！紙コップの

遊びも楽しんでます！！追いコップしてもらいました。！！ 

 これらの感想から，自分の身体のかたちを起点とした活動設定が，園児にとって親しみやすい導入

となり，造形活動への心理的なハードルを下げていたことがうかがえる。また，大きな画面と多様な

用具を用いた環境構成により，描画に苦手意識をもつ園児も含め，全員が安心して主体的に表現に

向かうことができていた。さらに，子ども園の作品展において，子どもたちの作品とともに本活動

の成果が展示され，保護者と作品を見せ合いながら互いのよさを認め合う姿が見られたことから，

本活動は造形表現を媒介として，子どもが自分の表現に自信をもち，他者の表現を受け止め合う

関係性を育む機会となっていたと考えられる。 

 

４ 今後に向けて 

 本実践を通して，用途や完成形を限定しない素材の設定や，子どもの発想を受け止める保育者の

関わりが，園児の「やってみたい」という意欲を引き出し，没頭を伴う造形活動につながることが

確認された。今後は，年齢や発達段階に応じた活動の深まり方や，保育者の関わりと見守りの在り方に

着目し，幼児教育・保育における造形活動の質を高める視点を整理するとともに，保育者の省察を促す

研修の在り方についても検討していきたい。     

             （青木 善治） 
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１ 共同研究事業 

  

18） 対話型鑑賞（朝鑑賞）を通したアート思考と自己肯定感の育成 

－他者理解と多様性の尊重を基盤とした感性教育の実践－ 

  

１．事業名および担当者 

 事業名は，「対話型鑑賞（朝鑑賞）を通したアート思考と自己肯定感の育成－他者理解

と多様性の尊重を基盤とした感性教育の実践－」であり，担当者は次のとおりである。 

 教職大学院：青木善治 

 彦根市立平田小学校：北川祐子（校長），教職員・学級担任等  

 

２．事業の目的 

 本事業は，朝学習の時間を活用して行われている「対話型朝鑑賞（朝鑑賞）」について，

継続的に実践してきた取組の効果と課題を明らかにすることを目的とする。平田小学校で

は，「朝読書」「朝学習」等に充てられている短時間の学習時間を活用し，学級担任がアー

ト・カード等の美術作品を用いた対話型鑑賞を実施している。  

 本年度は，実践開始から 5 年目にあたることから，これまでの継続的な取組の成果を整理

するとともに，学級や教員の変化を含めた効果と課題を検証する。  

 

３．事業の概要 

（１）研究の目的 

 対話型鑑賞（朝鑑賞）においては，児童が作品を見て感じたことや考えたことを言葉に

して共有することを通して，自分の感性に自信をもち，他者の多様な見方や価値観を認め

合う姿勢が育まれると考えられる。こうした実践の積み重ねは，学級における感性を大切

にする風土の形成や，安心して自己表現できる人間関係の基盤づくりにもつながる。  

 本研究では，筆者の前任校および埼玉県所沢市立三ケ島中学校において効果が確認され

てきた朝鑑賞の実践を，共同研究の依頼を受けた彦根市立平田小学校において2021年9月よ

り継続的に実施してきた成果をもとに，その効果と課題を明らかにする。特定の美術知識

を前提とせずに作品を楽しみ，他者と対話を通して意味や感じ方を共有する経験が，児童

のアート思考，想像力，自分で考える力を育てるとともに，自分の考えを話す力や他者の

話を聴く力といったコミュニケーション能力，さらには自己肯定感の育成にどのように寄

与しているのかを検討する。  

 また，今年度は異動職員が多い状況を踏まえ，教員間での実践共有やアート思考に関す

る理解の深化，指導観の変容にも着目する。あわせて，発達段階や学級の特性に応じた鑑

賞題材の開発・選定方法について整理し，継続的な実践に生かす視点を検討していく。  

（２）成果と課題 

 朝鑑賞を実施された担任の先生方が記した任意のアンケートにその成果が端的に記され

ているので紹介させていただく。  
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・友達の意見に共感したり，納得したりする学級経営の大切さを朝鑑賞を通じて感じています。 

・自分の感じたこと，気付いたことを自由に発言でき，周りもそれを認める雰囲気がうまれて

よいです。活気ある時間。どの子も発言できる時間です。 

・子どもの意識の中に，何を発言してもよいという安心感が存在する時間であると感じます。

自分自身も，美術館等に関心をもつ機会となりました。 

・正解不正解がないので，どの児童も積極的に発表しています。 

・友達の意見に対して自分の意見を伝える，考えるがより一層できるようになった。 

・関係はわかりませんが，図工の作品をつくるときに，「何をかいたらいいのかわからない」

という児童が大変少ないなと感じています。 

・意見を受け入れる，認めることができている。(子ども） 

・子どもの感性を知ることができる。(教師） 

・柔軟な考えができる児童が多く，みんな意見が違って当たり前という認識をもっている。一

方で正解を求める児童も一定数いる。 

・「何か言ってみよう！」の気持ちが高まり，様々な教科の授業での発言回数が増えた。 

・特別支援学級は，異学年で朝鑑賞をしていますが，低学年～高学年の違いがあっても取り組

みやすくよかったです。自由に発言できる雰囲気ができたことがよかったです。  

これらの感想から，朝鑑賞は，子どもが安心して考え，表現し，多様性を認め合う学

級文化を育て，その学びが日常の授業や表現活動へと広がっていることがうかがえる。 

 また，実践を重ねる中で寄せられた先生方の質問や悩みに対し，筆者は「朝鑑賞参観

レポート」を発行し，実践の一助となるよう共有してきた。 

Q2：多くの絵や写真を見ながら意見や感想を伝え合う活動は盛り上がっていましたが，限られ

た時間の中で1枚の作品を深く味わう活動は難しく感じました。 

A2：15分程度という限られた時間で1枚の作品を深く味わうことは，確かに容易ではありません。 

まずは，朝鑑賞が「1問1答」で終わっていなかったかを振り返ってみてください。朝鑑賞に

おいて教師は「教える人」ではなく，「問いをつなぐファシリテーター」として関わります。

例えば，子どもが「時計が見えます」と発言した際に，「確かにそうですね」で終わらせる

のではなく，「作品のどこからそう思いましたか」と問い返します。すると子どもは，「こ

こに数字や針のようなものが見え，これは6時頃をさしているように見えるので，時計だと

思いました」と，表している時間や自分なりの根拠を言葉にし始めます。そこでさらに「6時

頃というのは朝でしょうか，夕方でしょうか」と問いを重ねることで，子どもたちは作品の

細部に目を向け，考えを深めていきます。このように問いを重ねることが，1枚の作品を深く

味わうことにつながります。ただし，最も大切なのは，子どもが発言しているかどうかでは

なく，思考しているかどうかです。発言していなくても，友達の話を聴きながら考えている

子どもも多くいます。教師は発言の量だけでなく，表情や姿勢，視線などから，子どもたち

の思考の動きを捉えていくことが重要です。 

  今後も，先生方お一人お一人の悩みや課題に寄り添いながら，学び合っていきたいと考

えている。 

 

４ 今後に向けて 

朝鑑賞の実践が 5 年目を迎え，異動してこられた先生方との間で，取組に対する意識の

違いが見られるようになった。そこで，ミニ研修会の実施や「朝鑑賞参観レポート」の配

布を通して，対話型鑑賞の意義や留意点について，継続的に共有を図ってきた。 

現在においても平田小学校では，どの学級においても，朝から落ち着いた雰囲気の中で

一日が始まっている。今後も原点に立ち返り，子どもたちとともに正解のない問いを楽し

みながら，朝鑑賞の効果と課題を明らかにしていきたい。 

                               （青木 善治）             
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１ 共同研究事業 

  

24） 石山っ子わくわく親子で畑体験隊 

１．事業名および担当者 

事業名は，「石山っ子わくわく親子で畑体験隊」であり，担当者は次の通りである。 

学部教員：森 太郎，久保加織，石川俊之 

地域ボランティア：石橋克也，内藤京子，奥田由紀，尾崎保子 

大津市石山公民館専門委員：大伴真由美 
 
２．事業の目的 

 農作物の栽培や観察など実体験を重視して農と食の大切さを理解し，食の安全・安心について考える

ような「食・農・環境教育」が求められている。しかし学校現場において，このニーズに対応できるプ

ログラムの確立，対応できる教員の確保は不十分である。そこで，地域の住民と連携して，小学生の親

子を対象に畑体験活動を実施し，「食・農・環境教育」の地域連携プログラムを開発する。さらに，教

育学部の学生がスタッフとして主体的に参加し，教育現場において「食・農・環境教育」に対応できる

人材を育成する。 
 
３．事業の概要  

１）活動の概要 

本プロジェクトは，石山公民館・地域ボランティアスタッフ・滋賀大学教育学部の 3 者の共同企画で

ある。公民館は参加者の募集業務，地域ボランティアスタッフが畑体験の具体的指導，滋賀大学教育学

部教員および教育学部の学生が体験活動内容の計画立案，指導を行っている。本活動は，2002 年 4 月か

ら始まり，3 月に石山公民館を通じて石山および南郷学区の幼稚園，小学校の児童と保護者を対象に，

「石山っ子わくわく親子で畑体験隊」への参加申込書を配布している。4 月上旬から滋賀大学自然環境

教育施設の農場にて，毎週水曜日の 15:30〜17:00 まで食農体験活動を実施し，3 月まで約 38 回の活動

を行っている。本年度は，11 家族 32 名が参加し、滋賀大学自然環境教育施設の農場での活動に加え，日常

の管理，農場の収穫物を使った食体験活動や蚕の飼育など自宅での活動の様子について，コミュニケー

ションアプリ LINE を用いて交流を行った。 

２）本年度の活動内容 

本年度の月ごとの実施内容を以下に示す。  

実施月 主な活動内容 
４月 開始式，自己紹介，野菜の播種（トウモロコシ，キュウリ，エダマメ，カボチャ，ヘチマな

ど），花の播種（マリーゴールド，コキアなど），野菜の観察・スケッチ，タケノコ掘り  
５月 夏野菜（４月に播種した作物，トマト，ナスなど）・花の定植・管理（支柱立て，誘引，わ

き芽取り），サツマイモ挿苗，稲のモミ播種，タマネギ収穫，花の寄せ植え 
６月 梅の収穫・梅ジュース・梅干し作り，蚕の飼育，ジャガイモ収穫，夏野菜の管理，収穫，田

植え 
７月 七夕工作，田んぼの生き物（ミジンコ，カブトエビなど）観察，夏野菜の管理・収穫（トマ

ト，エダマメなど），焼きトウモロコシ・ポテトチップス試食，梅ジュース試飲 
８月 夏休みであるが，当番制で畑の管理，水やりを実施 
９月 秋冬野菜（ハクサイ，ブロッコリー，キャベツ，コールラビ，ロメインレタス，ニンジン，

ダイコン，ミズナ，ホウレンソウ，カブなど）の播種 ，ヘチマ水採取・タワシ作り 
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10 月 秋冬野菜苗の定植，秋冬野菜の間引き・草取り，稲刈り・稲架がけ・脱穀，大学祭の出店準

備（リース作り，ドライフラワーの花束，稲わら細工など），藍のたたき染め，蚕繭の糸繰

り・ペン立て作り 
11 月 サツマイモ掘り，干し柿作り，チューリップの球根植え，タマネギ定植，秋冬野菜の間引き

・草取り・収穫，米・梅干しの試食 
12 月 落ち葉ワークショップ，干し柿試食，焼き芋，きなこ作り，餅つき，しめ縄作り，秋冬野菜

収穫 
１月 秋冬野菜収穫，畑の野菜を使った七草粥・味噌汁・浅漬作り・試食，紙漉き・しおり作り，

コキアのほうき作り，紙漉き 
２月 秋冬野菜収穫，紙漉き，豆まき，蚕繭で雛人形作り，白玉ぜんざい作り・試食 
３月 秋冬野菜収穫，漉いた紙で修了証づくり，ジャガイモ埋め込み，閉校式 

本年度も年間を通して多様な食・農・環境教育に関する活動を行うことができた（図１）。昨年度に

引き続き，自ら飼育・栽培して生産した蚕繭・花・稲わらを使って工芸品（蚕繭のペン立て，ドライフ

ラワーの花束，稲わら箒など）を制作し，大学祭で販売した。活動を学生や地域の方々に知ってもらう

ために大学祭に出店して活動を通した成果物を販売することを目的・ゴールとして設定したことにより，

工芸品の制作活動に親子で主体的に取り組む姿が見られた。また，本年度新たなプログラムとして，「落

ち葉ワークショップ」を実施した（図２）。キャンパス内を探索し，落ち葉が堆積している場所で土壌

を下層まで観察して落ち葉が土壌生物により分解されて土壌になっていくことや，落ち葉が堆積してい

る土壌，していない土壌，アスファルトにおいて土の硬さ，水の染み込み方・流れ方を比較して降雨時

の土壌や森林の防災的役割について体験的に理解することができていた。 

 

 

４．今後に向けて 

本事業は 2002 年にはじまり，大学・地域・家庭が連携して，24 年間継続して実施できている。本事業

は貴重な「食・農・環境教育」を行う場であり，今後も地域・家庭と連携して実施していきたいと考えて

いる。また，例年多くの学生が主体的に本活動に参加しており（本年度は11名），将来教育現場で「食・

農・環境教育」の体験活動をリードできる人材育成の場としての役割も担っている。今後も，地域の子供

への教育と学生への教育の両面から新しい活動プログラムの開発と実践を行っていきたい。 

  (森 太郎） 

図 2．落ち葉ワークショップ 

図 1．本年度の活動の様
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１ 共同研究事業 

  

28） 校内研修における教師のリフレクションの深化 

 

１．事業名および担当者 

事業名は「校内研修における教師のリフレクションの深化」である。担当者は，甲賀市立希望ヶ丘小

学校村地昭彦校長と瀬戸山茜教諭，および，学部教員は，岸本実と岸田蘭子である。 

 

２．事業の目的 

 教師の専門職性を保障する不可欠の要素は，リフレクションと同僚性である。新しい時代からの要請

や多様な教育課題に対応するため今日の教師は専門職として学び続ける必要がある。そこではリフレク

ションと教員相互の組織的なつながりが重要となる。そこで，校内研修における、校内研究，OJT 研修，

そして，カリキュラム・マネジメントの３つの取組を三位一体的に推進することにより，リフレクション

の質を深化させていく校内研修システムの在り方を解明することが本研究の目的である。 

 

３．事業の概要  

子どもの問いを引き出す授業をテーマとした校内研究，それを支える G-OJT 研修，子どもの問いを生

み出す話し合いの系統表を軸としたカリキュラム・マネジメントの３つの取組を一体的に進めるシステ

ムにより，教師のリフレクションが技術的省察，実践的省察，そして批判的省察（van Manen, M. 1977. 

Linking ways of knowing with ways of being practical.Curriculum Inquiry, 6(3), 205–228.）へと深化すること

を見取りその効果を検証した。 

 

（１）カリキュラム・マネジメントの連動 

 カリキュラム・マネジメントと校内研究を意図的に連動させることで，学期や学年，学校レベルの中

長期的なリフレクションと授業や単元レベルの短・中期レベルのリフレクションを連結させた。このこ

とにより，教師のリフレクションの水準が深化するプロセスが明らかにされた。授業改善を踏まえ，児

童の分析を基に重点単元を設定し，単元構想を協働的に作成した。その結果，校内研究でのリフレクショ

ンが，手立て中心の技術的省察の水準のものが大半であったものが，単元目標や教科間の関連を意識

したカリキュラムに基づいたものとなった。 

 

（２）校内研究リフレクションの深化 

校内研究では，AAR サイクル（見通し Anticipation-実践 Action-振り返り Reflection）を取り入れた

リフレクションシートを全教員で活用した。リフレクションシートにおける教師による記述を分析した

結果，記述語数が７月 130 語から２学期末には 183 語へ増加した。さらに省察３水準では，実践的省察

24.1％から 39.8％，批判的省察 8.6％から 15.4％と大きく伸びた。これは，授業技術という技術的省察

レベルにとどまらず，単元目標を結び付け，その目標そのものも問い直すような実践的省察レベルの視

点の拡張，さらに，自身の教育観の広がりと視野の広がりへとつながる批判的省察へと，省察が成長し

たことを示している。  
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（３）G-OJT 研修でのリフレクション 

校内研究の学びを日々の授業実践へとつなぐ場として G-OJT を導入した。また，G-OJT の活性化に

より，日々の授業実践に裏打ちされた校内研究へと発展し，両者の連携は相互補完的なものとなった。

若手教員の T 教員はメンターとの対話を通じ，技術的省察から，単元のゴールと子どもの学びの関連を

踏まえた実践的省察へと変容し，省察における記述において，実践的省察レベルの出現語が８語から 25

語に増加した。中堅教員の Y 教員は授業観の問い直しを通して批判的省察が生じた。その省察から「児

童の発想を自由に引き出すにはどのような指導法が有効か」という新たな技術的省察につながり３水準

の中でもサイクルが生まれた。 

 

４．今後に向けて 

以上のように，校内研究をカリキュラム・マネジメントと G-OJT と連結し，3つの柱を校内研修のシス

テムとして再構築する点で，本研究の実践的な意義は大きい。特に，AAR サイクル及び技術的・実践的・

批判的という省察の３水準を位置付けることで，省察の成長を可視化し，成長を支える研修の手立てを

構築できている点が特筆すべき意義である。 

他方で，教師教育研究や教師の専門職性の研究における「省察」をめぐる国内外の議論，すなわち，

van Manen, M. (2014.Phenomenology of Practice.Walnut Creek, CA: Left Coast Press.), Hatton, N. & Smith, D. 

(1995.Reflection in teacher education: Towards definition and implementation.Teaching and Teacher Education, 

11(1), 33–49.)，Zeichner, K. M. & Liston, D. P. (1996 / 2014.Reflective Teaching: An Introduction.Mahwah, NJ: 

Lawrence Erlbaum / New York: Routledge.)，山﨑準二 , 高野和子他編（2024『「省察」を問い直す: 教員

養成の理論と実践の検討 学文社』）などで整理・問い直し・発展がみられる「省察」概念やその系譜に，

本実践的研究を位置づけなおすことが今後の課題として考えられる。 

特に，Manen 自身が，３水準の省察モデルを，段階的に「より高次」へ進むモデルとして理解されがち

だったと，後に自己批判している。彼の中核的概念は，reflection から“tact / thoughtfulness”へと転換し

ている（Manen,2014）. 彼は，事後的に記述された省察よりも，言語化できない判断・応答・沈黙も含

めて重視し，教育実践の質は省察の水準によってではなく，行為の中で発揮される pedagogical tact（教

育的タクト）によって捉えられるべきだと論じている。省察の３水準については，分類概念や発展段階

としての理解については自己批判しつつも，実践理解の視点装置としては，後年の理論的発展において

も継承されていると考えられる。このような変化をふまえた研究設計も今後求められる。 

さらに，省察の３水準と AAR サイクルとの関連付けについても，検討の余地がある。AAR サイクルは

全体としても省察を含む学習・実践プロセスであり，省察そのものは主として R に位置づくと考えられ

る。ただし， Manen の後年の理論との関連では，Anticipation や Action にも省察的判断が浸透して

いると考えられる。彼にとっては，Reflection は必須ではあるが，二次的という位置づけになり，

Anticipation はそれを受けた実践の準備と位置付けられ，彼にとってはむしろ，Action においてこそ重要

な「省察的判断」があることになる。 

Zeichner（1996，2014） も，省察を，技術的（technical），文脈的／実践的（contextual），批判的（critical）

に分類している。特に「批判的省察」を権力・不平等・社会正義と明示的に結びつけている。また，Hatton 

& Smith（1995）は，教師教育の成長を可視化できる段階モデルとして位置付けている。すなわち，記述

的記録（descriptive writing），記述的省察，対話的省察，批判的省察である。これらの研究もふまえつ

つ，学校現場での教師の成長を関係的自律性の視点から研究することが今後の課題である。(岸本 実） 
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３ 出前講義 

出前講義は，滋賀県内の学校等における研修や講演会に教育学部教員を講師として派遣する制度であ

る。この事業は今年度で開始から 20 年余りとなり，大学の状況や大学と地域との関わりの変化を受け

て，本事業の継続を協議した結果，来年度から出前講義を休止することになった。これまでの多くのご

利用に感謝します。 

令和７年度の出前講義については，こども９園(延べ 14 園)，小学校６校(延べ７校)，中学校１校（延

べ１校），中・高等学校 1 校（延べ 1 校）,高等学校２校(延べ２校)，特別支援学校１校（延べ１校），

教育委員会４件（延べ４件），学童、発達支援センター、県、市役所、図書館，の計 30 件（延べ 38 件）

の実績があった。他に県内外からいくつかの依頼があったが，日程等の関係で成立しなかったケースが

ある。下記が今年度実施した出前講義である。 

 出前講義一覧 

講　師 依頼機関 対　象 題　名

青木　善治　先生 4 月 23 日 米原市立米原小学校 教員（小学校） 作品をみる・つくる、楽しく鑑賞する指導のアイディア

大平　雅子　先生 5 月 19 日 光泉カトリック中学・高等学校
児童・生徒

（中学校・高等学校）
睡眠とストレスの向き合い方

山田　淳子　先生 5 月 19 日 草津市立矢倉こども園 園児・教員（こども園） 運動遊び指導（サーキット遊び）

芦谷　道子　先生 6 月 3 日
滋賀県教育委員会事務局特別支援教
育課

教員（幼稚園・小学校・
中学校・高等学校・

特別支援学校）

就学相談専門研修「保護者に寄り添った就学相談の進め方」
教育的ニーズを中心においた児童生徒のアセスメントの仕方
や保護者との面談の進め方について

山田　淳子　先生 6 月 9 日 草津立老上こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる体育の授業づくり

山田　淳子　先生 6 月 16 日 常盤こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる環境と関わり

青木　善治　先生 7 月 2 日 草津市立草津第二小学校 児童・教員（小学校） 作品をみる・つくる、楽 しく鑑賞する指導のアイデア

山田　淳子　先生 7 月 4 日 草津立老上こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる体育の授業づくり

松丸　真大　先生 7 月 12 日 東洋大学附属姫路高等学校 生徒・教員（高等学校） ん!?－日本語のしくみを考える－

青木　善治　先生 7 月 18 日 彦根市立平田小学校 児童・教員（小学校） 作品をみる・つくる、楽 しく鑑賞する指導のアイデア

大平　雅子　先生 7 月 24 日 のびっこ渋川 児童（小学校） 「眠り」について

青木　善治　先生 7 月 25 日 草津市立常盤こども園 教員（幼稚園） 作品をみる・つくる・楽 しく鑑賞・造形する指導のアイデア

青木　善治　先生 7 月 25 日 草津市立笠縫こども園 教員（幼稚園） 作品をみる・つくる、楽 しく鑑賞する指導のアイデア

篠原　雅史　先生 7 月 27 日 守山市立図書館
児童・生徒・教員

（中学校・高等学校）
保護者・一般市民

令和７年度理系専門分野講座「正多面体から広がるかたちの
世界～５つの王様とその仲間たち～」

窪田　知子　先生 8 月 1 日 野洲市教育委員会 教員（小学校・中学校）
野洲市特別支援教育夏期研修会
「ちょっと気になる子どもたちの発達と障害」

芦谷　道子　先生 8 月 1 日 京都府立聾学校 教員（特別支援学校）
特別支援学校における生徒指導上の今日的な課題への対応
について

山田　淳子　先生 8 月 4 日
草津市立山田こども園

児童・教員（幼稚園） 運動遊び指導

芦谷　道子　先生 8 月 20 日 滋賀県養護教諭研究会
教員（幼稚園・小学校・

中学校・高等学校・
特別支援学校）

子どもたちを取り巻く Well-being な環境の醸成

松丸　真大　先生 8 月 26 日 近江八幡市教育委員会
教員（保育所、幼稚園、

こども園、小学校、

中学校）、行政職員

VUCA時代におけるリベラルアーツの重要性について「変化の
時代を生き抜く未来創生リベラルアーツ」

青木　善治　先生 8 月 29 日 野洲市立野洲小学校 教員（小学校） 作品をみる・語る、楽 しく鑑賞する指導のアイデア

山田　淳子　先生 9 月 2 日 草津市立矢倉こども園 児童・教員（幼稚園） 運動遊び指導

大平　雅子　先生 9 月 3 日 野洲市立野洲小学校
教員（小学校）、

保護者、一般市民
良質な睡眠とは　日頃から心がけることとは

実施日
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山田　淳子　先生 9 月 8 日 草津市立常盤こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる環境と関わり

山田　淳子　先生 9 月 16 日 草津市立老上こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる体育の授業づくり

山田　淳子　先生 9 月 22 日 草津市立老上こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる体育の授業づくり

長岡　由記　先生 10 月 8 日 大津市立石山小学校 児童・教員（小学校）
「課題を読み解くことができる子どもの育成」
～対話を通して読み解き、理解する力を培う国語科
「読むこと」の指導～

長岡　由記　先生 10 月 22 日 大津市立小松小学校 教員（小学校）
「一人ひとりの伝える力を高める授業作り」～始めと終わりを見
通して「話し」てから、「書く」～

芦谷　道子　先生 11 月 9 日 東近江市健康医療部 一般市民
令和７年度こころの健康づくり講演会（セルフコンパッションに
ついて）

長岡　由記　先生 11 月 11 日 甲賀市教育委員会 教員（小学校）
子どもが主体となり、学びが深まる・広がる授業づくり～単元を
貫く協働探究型課題を視点にして～

松丸　真大　先生 11 月 17 日 愛知県立豊田南高校 生徒（高等学校） 方言を考える

芦谷　道子　先生 11 月 30 日 愛媛大学教育学部 院生・教員（大学院）
愛媛大学教職大学院生及び一般参加者（現職教員）に対す
る、マインドフルネスに関する講義・ワークショップの実施

山田　淳子　先生 12 月 15 日 草津市立常盤こども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる環境と関わり

松丸　真大　先生 1 月 31 日 守山市立守山図書館
生徒・教員

（中学校・高等学校）
保護者、一般市民

方言を考える

安藤　哲郎　先生 2 月 9 月 滋賀県立守山中学校 生徒（中学校） 地理から考える物語の舞台

山田　淳子　先生 2 月 10 日 草津市立山田こども園 教員（幼稚園） 運動遊び指導

篠原　雅史　先生 2 月 16 日 湖南市立三雲東小学校 児童・教員（小学校） 正多面体とその数理

芦谷　道子　先生 2 月 24 日 野洲市発達支援センター 支援センター職員
野洲市発達支援センター事業（相談支援事業）にかかるスー
パーバイズ研修

山田　淳子　先生 2 月 24 日 野洲市立さくらばさまこども園 児童・教員（幼稚園） 運動好きの子どもを育てる体育の授業づくり
 

 

 出前講義の様子，利用された学校園からの感想（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

・睡眠の大切さを改めて学べ、大変勉強になりました。

自分の得意な時間を知る朝型・夜型テストがおもし

ろかったです。子ども達の睡眠に問題が多いので、

家族で生活リズムを改めていきたいと思いました。 

・様々なデータを持ち寄り、具体的な例や捉え方など

を含みながらアドバイスしてくださり、とても分か

りやすい講義でした。 

・皆、身を乗り出して話を聞いていました。相談したり、 

考えたり、先生の講義に引き込まれていました。講義

の流れを生徒が感じ取り、「話す、聴く」といった状

況判断を自然に実行できていました。先生の知識を伝

えたいという想いを受け、生徒達も懸命に情報をもの

にしようとしていました。非常に一体感のある講義を

していただきました。 

・生徒は、地理と歴史は別々の学習内容であると捉え

ていたため、地理と歴史をコラボレーションさせた

授業は新鮮であった。また、地図から何かを読み取

るということは、生徒にとって新たな視点となった。 
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これまで，多くの教育関係者の方々に本出前講義を利用していただくため，出前講義一覧を本学部

ホームページにアップロードしてきた。次が令和７年度の出前講義一覧である。 

【国語教育関係分野】 

講義題目 講 師 専門 対 象 内 容

近江国と和歌
井ノ口 史

（いのぐち ふみ）
日本古代文学

生徒（中・高）
教員（中・高）

保護者・市民一般

古代から近世まで、それぞれの時代背景を踏まえつつ近江国に関連する和歌を紹
介します。近江国（現在の滋賀県内）には、和歌に詠まれた地名が少なくありませ
ん。いかなる風景が描写されているのか、和歌を通じて近江国の魅力を再発見する
ことをめざします。

書とその周辺
中村 史朗

（なかむら しろう）
書道

児童・生徒（幼・小・中・高・特)
教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

人はどのようにして「書の美」を自覚するようになったのでしょうか。王羲之や空海の
筆跡はどこがそんなに上手いのでしょうか。生活の場において“手書き”の機会が
減って、書という表現の領域は失われてしまうのでしょうか。書と周辺のさまざまな問
題を取り上げます。講義と実習をあわせて実施することも可能です。

国語教育における
学びの探究

長岡 由記
（ながおか ゆき）

国語教育学 教員（幼・小・中）

近年、さまざまな言語活動を取り入れた国語学習が行われています。国語の学習に
おける学びの手応えは必ずしも得やすいものではなく、言語活動を取り入れた学習
の成果と課題も明らかになりつつあります。そこで、演習を交えた講義を行い、国語
教育における学びについて具体的な学習材や学習指導法を取り上げながら探究し
ていきたいと思います。

方言を考える
松丸 真大

（まつまる みちお）
日本語学/方言学

児童・生徒（小・中・高)
教員（幼・小・中・高・特)

保護者・市民一般

ひとくちに日本語といっても、その内実は人によって、または場面によって異なりま
す。その中でも地域による言葉の違い（＝方言）は多くの人が興味を持つテーマで
す。この講義では日本語の方言をとりあげ、なぜ・どのように方言があるのかを考え
ていきます。この授業を通して、言葉について考えることの楽しさに気づいていただ
ければ幸いです。

【社会教育関係分野】 

地理から考える
物語の舞台

安藤 哲郎
（あんどう てつろう）

地理学
児童・生徒（幼・小・中・高・特）

教員（幼・小・中・特)
市民一般

説話などの古典を読むと、いくつか地名が出てきます。こういった地名と物語の内容
を手がかりとして地図を作りながら考えると、物語が作られた時代の人々が物語の
舞台となった場所についてどのような認識を持っていたのか分かることがあります。
地図やパネルを使いながら、地理から物語の舞台について一緒に考えてみましょ
う。

史料を基礎とした
日本史（前近代史）

宇佐見 隆之
（うさみ たかゆき）

日本史学／
日本中世史

児童・生徒（小６以上)
 教員（小・中・高）

歴史の記述は、すべて史料に基づいて行われています。このため、記述の背景にあ
る史料の理解なしに理解できません。史料と教科書の記述を照らし合わせながら日
本前近代史への理解を深めましょう。

 

 

・講義内容は、クイズ形式や挙手での確認などもあり、

実際に方言分布を実感しながらお話しを聞いていた

だきました。「とても興味深かった」「単なる道具

ではなく文化としての方言の大事さを実感した」等

好評のお声をたくさん頂戴しました。 

・「就学相談に限らず、日々の保護者や子どもとの関

わりにも生かせそうなことをたくさん学ぶことがで

きた」「共生社会を目指すインクルーシブ教育の実

現のために意識を変えていかなければならないこと

に気づかされた」などと、非常に好評でした。 
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論理学初歩

齋藤 浩文
（さいとう ひろふみ）

哲学
児童・生徒（幼・小・中・高・特）

教員（幼・小・中・高・特)
保護者・市民一般

論理学への入門として、以下の２つのいずれか、または、両方について講義します。
(1) 形式論理学の初歩について紹介しながら、論理とは何か、そして、論理的で あ
るとはどういうことかを考えます。
(2) 非形式論理学を背景として成立したクリティカル・リーズニングについて、 その基
本の紹介と実践を目指した演習を行います。

滋賀の近代史
馬場 義弘

（ばんば よしひろ）
政治学／歴史学 市民一般

明治前期に滋賀県の県令（のちの県知事）を務めた松田道之（初代、明治４年11 月
～明治８年３月）、籠手田安定（二代、明治８年５月～明治17 年７月）を中心に、近
代国家の形成と滋賀県政について考えます。

社会調査に触れる
宮本 結佳

（みやもと ゆか）
社会学 市民一般

近年、パソコンを利用する機会が増え、表計算ソフトが身近になったこともあって
様々な場面でアンケート（質問紙調査）を実施する機会が増えています。本講義で
はアンケートをつくるとき、一体どのようなことを気をつけていけばいいのかについて
ご紹介します。

身近な事件や話題を
もとに法・裁判の役割

を考える

渡邊 暁彦
（わたなべ あきひこ）

法律学／
日本国憲法

児童・生徒（小・中・高・特）
 教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

私たちも「裁判員」として裁判に関わる時代となりました。
法や憲法、そして裁判に対する関心も高まっています。
本講義では、最近の身近な事件や話題を取り上げ、実際の判決文なども活用しなが
ら、日本国憲法や裁判についての理解を深めていきたいと考えています。

 

【数学教育関係分野】 

正多面体とその数理
篠原 雅史

（しのはら まさし）
離散幾何学

児童・生徒（幼・小・中・高・特）
教員（幼・小高・特）
保護者・市民一般

正多面体はプラトンの多面体として古くから知られていて、正四面体、正六面体（立
方体）、正八面体、正十二面体、正二十面体の５種類があります。実際に正多面体
を作ったり、展開したり、計算したりすることを通して、正多面体の対称性やその美し
さを体感してもらうことを目標とします。

無限の考え方
神 直人

（じん なおんど）
解析学

児童・生徒（幼・小・中・高・特）
 教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

私たちは小学校の頃から無限の考え方を利用しています。無限の考え方を利用する
と多くのことが明らかになる一方で、無限のパラドックスというものも存在します。この
無限の持つ二面を紹介することで算数・数学の面白さ、考えることの楽しさに気づい
てもらえればいいと思います。

非線形現象の解析
鈴木 宏昌

（すずき ひろまさ）
解析学

生徒（高）
教員（中・高）

私たちの身の回りで見られる様々な非線形現象は、しばしば数理モデル方程式で表
されます。本講義では、数理生物学における生物個体群のモデルや、化学反応のモ
デル方程式の解析を通じて、数学と自然科学との関わりの一面を紹介します。モデ
ル方程式にもとづいた計算機シミュレーションも紹介する予定です。

江戸時代の数遊び
から見る現代数学

長谷川 武博
（はせがわ たけひろ）

代数学
生徒（高）

教員（中・高）

江戸時代の和算家 吉田光由（みつよし）によって書かれた和算書「塵劫記（じんこう
き）」に収録されている文字遊び・数遊びに「目付字（めつけじ）」・「継子立（ままこだ
て）」などがあります。これらの遊びを紹介し、その背後に隠れている数学を考えま
す。具体的にはｎ進法や数列などが隠れています。

数学的ジレンマを
使った対話による
算数・数学科授業

渡邊 慶子
（わたなべ  けいこ）

数学教育学 教員（小・中・高）

「算数・数学科の授業で先生と児童・生徒たちが如何にして対話をし、新たな知識を
作り上げていくのか」について、具体的な教材（学習・指導の内容、具体的な問題）
をもとに議論します。対話型授業の構造と展開を探求した上で、「話し合い」を取り入
れた授業における教師の役割についても議論したいと思います。

 

【理科教育関係分野】 

細胞をつくっている
物質・脂質

糸乗 前
（いとのり さき）

生化学 生徒（中・高）

生物を形作っている細胞は脂質でおおわれた袋で、その外側には特有の成分が含
まれています。その成分を調べることは、細胞にとってあるいは生物にとって重要な
情報を与えてくれます。
本講義では「セラミド」などの、どこかで聞いたことのある脂質を含め、色々な生き物
の脂質の話とどのように調べるかなどの話をします。
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太陽の科学

大山 真満
（おおやま まさみつ）

太陽物理学
児童・生徒（幼・小・中・高・特）

教員（幼・小・中・高・特）

太陽は、宇宙に浮かぶ平凡な星の一つに過ぎない。
しかし、地球に直接的に影響を与え、その姿を詳細に観測できる唯一の恒星であ
る。この太陽に焦点をあて、最新の画像や動画も用いながら、太陽の素顔を紹介す
る。

コミュニケーション
 トレーニング

加納 圭
（かのう けい）

科学コミュニ
ケーション）

生徒（中・高・特）
教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

滋賀大学に通う大学生が授業に求めていること第１位（滋賀大キャリア通信：サンク
ス2013年1 月 7日号より）であった「コミュニケ－ション能力」の向上を目指したトレー
ニングプログラムです。科学の内容について「伝える・伝わる・分かち合う」ができる
ようになります。

物性物理学入門
恒川 雅典

（つねかわ まさのり）
物理学／

物性物理学
生徒(高）
教員(高）

「物性」といってもなじみが薄いかもしれませんが、実は「物性物理学」は素粒子・原
子核・宇宙物理学と並ぶ分野の１つです。最新の科学技術を根底から支えている物
質科学の中でも物質の成り立ちや現象などを、量子力学や統計力学などの物理的
な考え方・手法の立場から研究するのが「物性物理学」です。本講義では、身近な
例をあげながら「物性物理学」についてお話しします。

私たちの科学
徳田 陽明

（とくだ ようめい）

無機化学／
物理化学

教員（小・中・高）

科学現象は私たちの身の回りにたくさんあります。この講座では、皆さんが不思議だ
なと感じる現象を題材にして、科学がそれをどのように説明するのかについてお話し
ます（例えば、なぜ虹が見えるのか、スマホで電話ができる仕組み等）。この講座を
通じて、科学が生活をいかに豊かにしてきたかについて学びます。

遺伝情報とは何か？
古橋 潔

（ふるはし きよし）
生物学 生徒（高）

生命科学は近年目覚ましい進歩を遂げていますが、ＤＮＡと遺伝子の違いはおわか
りでしょうか？この講座では遺伝情報がどのようなもので、どのように使われている
かについて、身近な例を挙げて、しかし最先端の技術によって得られた知見も盛り込
みながら説明します。

 

【音楽教育関係分野】

オーボエ演奏法／
木管アンサンブル

中根 庸介
（なかね ようすけ）

オーボエ／
木管合奏

生徒（中・高）
 教員（中・高）

市民一般

オーボエの経験者を対象に、基本的奏法を学び、練習曲集などを用いて音楽的な表
現を学びます。木管を中心としたアンサンブル（木管四重奏、五重奏、ピアノと管楽の
五重奏、六重奏、など）を通して、より高度な音楽作りを学びます。

楽しい音楽づくり
林 睦

（はやし むつみ）
音楽教育 教員（幼・小・中・高・特）

音楽づくり、創作のワークショップをします。教師向けのワークショップや講習会、児
童・生徒向けの授業のデモンストレーションもします。
楽器がなくても、ピアノが弾けなくても、おもしろい音楽を作る方法があります。楽しく
音楽をつくり、子どもたちが自らの表現に目覚める瞬間を一緒に体験できたらと思い
ます。

音による表現を
めぐって

若林 千春
（わかばやし ちはる）

作曲／音楽理論
教員（中・高・特）
保護者・市民一般

お芝居の台詞に、その場に適した演技があるように、音楽にもそれぞれ適切な表現
の方向付けがあります。「ここで音楽はどんな台詞を演じているの？」という問題を、
一緒に考えてみましょう。楽譜に書かれていない「とても大切なこと」を見つけたり、
簡単な音楽文法のおさらいや、創作の実践などを通して、音による表現を共に深め
てゆく場を体験してみましょう。

本当の「声」と出会う
～ヴォイス

トレーニング～

渡邊 史
（わたなべ  あや）

声楽

児童・生徒（小４年～・中・高）
教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般
その他（企業社内研修、

マナー講座等 ）

人間の表現ツール、コミュニケーション手段として「声」は重要な役割を担っていま
す。
みなさんの「声」の可能性を見つめなおしてみませんか？
発声ストレッチ、呼吸トレーニングを経て、身体を芯から使いながら「声」と向き合う時
間です。歌に、そして朗読にも、ちょっとしたコツで生まれる大きな変化を楽しみにご
参加ください。
その「声」を用いた歌唱表現まで踏み込むことも可能です。歌唱、合唱等のブラッシュ
アップにも、機会をご活用ください。

 

【美術教育関係分野】 

入門アート
～ ラクガキから
アール・ブリュット

まで～

藤田 昌宏
（ふじた まさひろ）

彫刻／現代美術
児童・生徒（小４年～・中・高）

教員（幼・小・中・高・特）
その他（福祉関連作業所など）

ラクガキを描くことから始めます。ラクガキを見せあいっこし、ラクガキの名作を鑑賞？
し、そこから見えてくる表現の楽しさ・不思議さを感じてみてください。
そこからの展開は、「アールブリュット」「速写クロッキー」「エガオ絵」「目隠し彫刻」な
どなど、受講してくださる顔ぶれやリクエストでアレンジします。

 
 

-63-



３ 出前講義 

 

探究心が芽生える
教科横断型

ハイブリッド鑑賞

馬淵　哲
（まぶち　さとし）

絵画/美術科教育
児童・生徒（小・中・高）

教員（小・中・高）
 保護者 ・市民一般

伝統的美術から現代の製品デザインまで、身近な美術品を比較したり、対話したりし
ながら鑑賞します。子どもの探究心の芽を育てる鑑賞学習のヒントになればと思いま
す。総合的な学習やSTEAM教育等、教科横断的な探究的学習の導入例としても提
案したいと思います。

学びが深まる
「造形遊び」

（子供の主体的な
探究活動としての

図画工作）

村田 透
（むらた  とおる )

美術科教育
 児童（４～５歳児・小）

教員（幼・小）

「造形遊び」は、準備や後片付けが大変で、抵抗があると思っていませんか？
「造形遊び」で、子供は楽しく意欲的だけど、「遊びの中に学びはあるの？」と思って
いませんか？ 「個性的だよね」「いろいろあっていいよね」で、子供の「造形遊び」へ
の評価を思考停止にしていませんか？ 「造形遊び」には、表現の多様性（現象）と学
びの深まり（探究）があります。
現場で明日から実践できる題材体験を通して、「造形遊び」の学び・楽しさ、題材開
発、指導や支援の在り方について学びます。

グラフィックデザイン
の世界

世ノ一  善生
（よのいち よしお）

グラフィックデザイン
生徒（中・高）

教員（小・中・高）
 保護者 ・市民一般

グラフィックデザインでは、ポスターや新聞広告などの広告物、パッケージ、雑誌、書
籍装丁など様々なものを対象としますが、これらの多くは大量生産されて消費されて
ゆきます。
しかしそのようなものだから、漫然と作られた価値の低いものという訳ではありませ
ん。ここでは図版資料を提示しながらその素晴らしさについてお話ししたいと思いま
す。

 

【保健体育教育関係分野】 

➀ストレスと上手に
付き合う方法

➁良質な睡眠とは

大平 雅子
 （おおひら まさこ）

衛生学/健康科学
児童・生徒（幼・小・中・高・特）

教員（幼・小・中・高・特）
保護者・市民一般

①誰もが聞いたことがあるストレスという言葉。その言葉の本来の意味を解説しなが
ら、ストレスと「上手に付き合う」方法について様々な視点から考えていきます。
②エビデンスに基づいて、良質な睡眠とは一体何かを考えていきます。

運動好きの子どもを
育てる体育の授業

づくり

山田 淳子
（やまだ じゅんこ）

体育科教育
児童（幼・小）
教員（幼・小）

教師も子どもも運動が大好きになれる体育科の授業づくりを、実技や講義を通して学
んでいただければと思います。
体育科の授業づくりのヒントとなる事柄を紹介していきます。
子ども向けにも模擬授業を行い、子どもも教師もともに学ぶ場を提供したいと思いま
す。

 

【情報・技術教育関係分野】

教育工学的手法を
用いた教育環境の

改善

岩井 憲一
（いわい けんいち）

認知科学／
教育工学

生徒（中・高）
 保護者

教育環境は、慢性的な人材・予算不足等の問題から、これまで以上に質の高い教
員の採用や情報ネットワークの導入による資源の共有、および、新しい教育手法の
検討が求められています。
本講座では、これまで行ってきた学習指導案の電子化や情報ネットワーク環境等の
ICT 導入事例を通じて教育環境の電子化について提案します。

 一本の木から
椅子をつくる

岳野 公人
（たけの きみひと）

技術教育／
環境教育

教員（幼・小・中・高・特)
 市民一般

森林環境の有効利用の観点から、伐採から製材、椅子作りのプロセスをすべて人間
の手でおこなう方法を紹介する。
米国では、グリーンウッドワーキングといい、日本の木地師が山にこもって、器づくり
をしていたころの技術と同様の伝統的な手法である。作業できる場所が確保できれ
ば、実際の作業を体験するワークッショップを開催することもできる。

動物の行動を
真似るロボット

右田 正夫
（みぎた まさお）

認知科学／
ロボット工学

生徒（高）

外界からの情報に応じて、自ら適切な行動を選択できるロボットを総称して「自律ロ
ボット」といいます。
自律ロボットが動作する環境はとても複雑ですが、さまざまな動物の行動様式を真
似てロボットの行動をデザインすることでうまく対処できる場合があります。本講義で
は、そのような自律ロボットの研究事例を紹介します。

複雑系入門
−フラクタルとは

何だろう−

水上 善博
（みずかみ よしひろ）

コンピュータ
シミュ レーション

生徒（高）

海岸線や川の流れ、雲の形や木の枝ぶりなど、自然の造形には複雑な形をしている
ものが多く見られます。複雑な形をした図形の特徴を表す方法にフラクタルがありま
す。
本講義では、フラクタルという考え方を分かりやすく解説し、形の複雑さを知るための
指標としてのフラクタル次元の求め方を学びます。
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【家庭科教育関係分野】 

何をどう食べる？
 −自分のための
食べ物、食べ方−

 久保 加織
（くぼ かおり）

食物学
教員（小・中・高・特）

 市民一般

誰もがいつでも食べたいものを食べられる現在であるからこそ、どの年代の人も自
分の健康のためには何をどれだけどのように食べるのがいいか、きちんと理解して
おくことが大切です。
様々な情報と食品表示が氾濫する中で、自分のための食材選びと食べ方について
考えます。（具体的にどのような点に重点をおくかは、対象者に応じて相談させてい
ただきます。）

くつろぎの住まい
田中 宏子

（たなか ひろこ）
住居学

児童・生徒（小・中・高）
教員（幼・小・中・高・特）

市民一般

住まいは、雨や風、暑さ・寒さや様々な過酷な自然現象から人々を守る役割があり
ます。また、そこで暮らす人々がゆっくりと休養し、エネルギーを蓄えるなど、住まい
は人々の心身の健康を維持する役割ももっています。これらの役割を果たすために
はどのような工夫が必要でしょうか、ともに考えてみたいと思います。

家族の機能
平松 紀代子

（ひらまつ  きよこ）
家庭経営学

児童・生徒（幼・小・中・高）
教員（幼・小・中・高）
保護者・市民一般

家族の存在はどのような機能を果たしているだろうか。
社会で一番小さい組織（システム）である家族について、客観的に振り返り、時代、
国、あるいは同じ時代に同じ地域に暮らしていても異なる家庭の文化にも目配りしつ
つ、それぞれの価値観の違いをふまえ、それぞれの価値観を尊重することの大切さ
についてお話します。

 

【英語教育関係分野】 

イマージョン教育と
英語学習

田中 佑美
（たなか ゆみ）

英語教育学 教員（小・中）

本講義では、イマージョン教育と英語学習、特に英語学習に対する動機づけについ
てお話します。
イマージョン教育はカナダで始まった第二言語を使って理科や社会などの教科を指
導するバイリンガル教育の一つです。
日本における英語によるイマージョン教育にも触れながら、英語を通して教科を学ぶ
ことによる英語学習と英語学習に対する動機づけについてご紹介します。

英語の効果的な
学習方法・英語の指導法

新本　庄悟
（にいもと　しょうご）

英語教育学・
英語科教育

生徒(中・高)・
教員(中・高)

英語学習における効果的な学習法を実際に体験しながら、今後の英語学習の方向
性を探ります。
また、中高の英語教員の方を対象に実践的な英語教授法を紹介します。

アメリカ小説を読む
林 直生

（はやし なお）

アメリカ文学／
アメリカ文化

市民一般

詩や小説などの文学作品は、それ自体が独立して存在するのではなく、作家が作品
を執筆した当時またはそれ以前の時代の社会や文化と密接な関わりを持っていま
す。
この講義では、主に 20 世紀前半のアメリカで書かれた小説を取り上げて、作品とそ
の背景について見ていきます。

【学校教育関係分野】 

　
子どもたちの心の支援と

マインドフルネス
芦谷 道子

（あしたに みちこ）
 臨床心理学

教員（幼・小・中・高)
保護者・市民一般

マインドフルネスとは、「今この瞬間の経験に、価値判断を加えずに意図的に注意を
向けること（Jon Kabat-Zinn）」と定義され、さまざまな感覚や感情を優しくあるがまま
に受け入れ、ゆるす態度を涵養します。プラクティスを続けると、集中力やパフォーマ
ンス、幸福感の向上、抑うつなどの否定的感情の低下や脳機能の改善といった効果
があることが、科学的に示唆されています。本講演では、マインドフルネスについて
やさしく解説し、教育におけるマインドフルネスの導入についてご紹介します。簡単な
プラクティスも体験していただきます。

教師－生徒関係
の変容とこれから

太田 拓紀
（おおた ひろき）

教育社会学
教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

現在、教師と児童・生徒との関係性における危機が広く叫ばれています。では、過去
の教師と生徒の関係は良好だったのでしょうか。そもそも、問題視されはじめるの
は、いつ頃からでしょうか。この講義では、わが国における教師－生徒関係の歴史
的変化を概観し、その上で、今後の望ましい関係性のあり方について考えてみたい
と思います。

他者理解の
コミュニケーション

心理学

蔵永 瞳
（くらなが ひとみ）

社会心理学
教員（幼・小・特）
保護者・市民一般

人間は、他者とたくさんのコミュニケーションをとりながら生活する生物です。本講座
では、対人コミュニケーションのメカニズムとつまずきのポイント、人間が持つコミュニ
ケーション能力の基盤である「他者の気持ちを理解する」力について、心理学の観点
からお話します。

比較教育学で
教育を考える

児玉 奈々
（こだま なな）

比較教育学
教員（幼・小・中・高・特）

保護者・市民一般

比較教育学は、諸外国の教育事象を対象に教育と社会のつながりを考察する学問
領域です。
この講義では、現代の日本の学校で課題となっていることの諸外国における状況や
各国の解決策を見ていきます。諸外国の教育事象の考察を通して、日本の学校の
当たり前が海外の学校では当たり前ではないことに気づき、教育と社会のつながり
を知り、さらには、人間にとって教育や学校はどんな意味を持つものなのか、教育や
学校の本質について考えることを目指します。
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外国ルーツの
子どもの教育

児玉 奈々
（こだま なな）

比較教育学 教員（幼・小・中・高・特）

外国ルーツの子どもなど多様な文化的・言語的背景をもつ子どもの在籍する学校が
増えています。子どもの教育的ニーズを適切にとらえて学びと育ちを支援するため
に、教員にはどのような視点や意識が必要でしょうか。カナダやアメリカで行われて
いる多文化教師教育ワークショップの体験を通して、考えていきます。

教育法規を読み解く
藤村 祐子

（ふじむら ゆうこ）

学校教育講座
（教育制度学）

教員（小・中）
教育法規は、教育の枠組みとなる重要な要素です。様々な教育改革が進められる
中で、教育法規に目を通し、教育に何が求められ、どの方向に進もうとしているの
か、改めて考えてみたいと思います。

キャリア教育の
理解と推進

若松 養亮
（わかまつ ようすけ）

キャリア心理学 教員（幼・小・中・高・特）
進路指導や就職指導と混同されがちなキャリア教育について、その出自や必要性、
中教審答申に示された内容について解説し、具体的な推進方法や運営上の課題に
ついて、これまでの実践例にふれながらお話しします。

子どもが「こころ」
に気づく時

渡部 雅之
（わたなべ  まさゆき）

発達心理学
教員（幼・小・特）
保護者・市民一般

幼い子どもたちは、自分自身の中にある「こころ」という存在を、十分に意識すること
ができません。
他の人間にも「こころ」があり、それが自分の「こころ」と同じ働きをしていることに気
づくことで、他者への共感や理解が深まります。こうした「こころ」への気づきの発達
過程についてお話します。

育みたい学力に応じた
評価課題づくり

山本 はるか
（やまもと  はるか）

教育方法学 教員（小・中・高）
子どもたちに育みたい学力をどのように考えるのか、その学力を見取る評価課題を
どのように作るのかについて、ワークショップ形式で進めていきます。

 

【幼児教育関係分野】 

幼児期の遊びを豊か
にする環境構成

山本  一成
（やまもと  いっせい）

幼児教育学
生徒（高）

教員（幼・小）

幼児は遊びを通して様々なことを学んでいきます。
そして、幼児が夢中になって遊ぶためには、子どもたちの遊びを可能にする環境が
整えられていることが必要です。この講座では、子どもの遊びの大切さや、遊びにか
かわる環境の在り方について、理論と実践の両面から学んでいきます。

 

【障害児教育関係分野】 

子どもの
小さなサインから考える

重症心身障害児の
理解と支援

石田 基起
（いしだ  もとき）

障害児教育・
障害児生理心理学

教員（幼・小・中・高・特）
保護者

その他（福祉関連作業所など）

重い障害のある子どもたちは、自分の気持ちや意思を言葉で伝えることが難しいこと
があります。本講義では、表情や視線、姿勢の変化といった行動的なサインに加え、
心拍や皮膚温の変化などの生理心理学的な視点から、子どもが何を感じているの
かを読み取るヒントを探ります。
具体的な事例をもとに、子どもたちの小さな反応にどう寄り添い、どのような関わりが
できるかを、参加者の皆さんと一緒に考えていきます。

ちょっと気になる
子どもたちの
発達と教育

窪田 知子
（くぼた  ともこ）

特別支援教育
教員（幼・小）

保護者

私たちの身のまわりにいる“ちょっと気になる子どもたち（主に、発達障害の子どもた
ち）”のことをどう理解すればよいのか？家庭や学校でどのような関わりをすれば、彼
らの健やかな育ちを支え励ますことができるのか？保護者とうまく連携するには
…？などのテーマについて、一緒に考えてみたいと思います。

支援の必要な
子どもと教育

羽山 裕子
（はやま ゆうこ）

障害児教育 教員(小・中)
通常学校に在籍する支援の必要な子どもたちは、学校生活のどこにつまずきを抱え
がちなのか、どのような支援が可能なのか、一緒に考えていきたいと思います。

「気になる」児童・生徒の
発達的理解と支援

松島 明日香
（まつしま あすか）

障害児心理
教員（幼・小・中・特）

保護者

友達とトラブルになる、じっとしていられないなど、対人面や行動面において「気にな
る」児童・生徒の存在が注目されています。
その支援と対応には彼らの困難さを発達的に理解していくことが重要です。本講義
では、この時期の発達を通して「気になる」児童・生徒の困難さをどのように理解し、
対応していけば良いのかについて考えます。

 

【環境教育関係分野】 

湖沼の生態系
石川 俊之

（いしかわ としゆき）
湖沼生態学

児童・生徒（幼・小・中・高・特）
 教員（幼・小・中・高・特）

市民一般

湖沼の水の中には一見すると何もないように見えます。
しかし、そこには目に見えない小さな生き物が活躍する実に豊かな世界があります。
琵琶湖を例に生物と生息環境の関係について考え、自然環境を大切にするために
できることを考えます。
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食料生産と環境
森 太郎

（もり たろう）
園芸学/植物病理学

児童・生徒（幼・小・中・高・特）
教員（幼・小・中・高・特）

市民一般

私たちの生活に欠かせない食料生産と環境との関係について、食料生産は環境に
どのような影響を与えているのか？
一方、食料生産は環境からどのような影響を受けているのか？ の観点から講義し、
持続可能な食料生産について考えます。

 

 

【教職大学院担当教員関係分野】 

教師の変容と省察を
促す研修会の創造

青木 善治
（あおき よしはる）

教育方法学 教員（小・中)

「主体的・対話的で深い学び」の実現の上で不可欠な要因があります。それは、そも
そも教師が一人ひとりの子どもの学びの姿をしっかりととらえることができなければ
はじまりません。しかしながら、教師自身の見方や感じ方を一人でとらえ直すことは
なかなか難しいことです。そこで、令和2年度まで新潟県内の小学校校長として研修
による学校経営を行ってきた経験もいかし、私たち教師が生涯に渡って学び続け、
変容し省察しやすい研修会を授業研究時の事後協議会を活用して行います。

コーチングを意識するだけ
で子どもが変わる○○の
方法 ～子どもを伸ばす先
生、ダメにする先生、その

違いはここにあった！

青木 善治
（あおき よしはる）

教師教育 若手～中堅教員（小・中）

子どもを伸ばす先生、ダメにする先生、その違いはどこにあるのでしょうか。実は、
コーチングを意識するだけで子どもが変わる様々な方法について、具体的に楽しみ
ながら紹介します。令和2年度まで新潟県内の小学校校長として学校経営を行って
きた経験もいかして行います。

作品をみる・つくる、
楽しく鑑賞する指導の

アイデア

青木 善治
（あおき よしはる）

美術科教育 教員（幼・小・中）
新潟県立近代美術館勤務の経験もある講師が、「対話型鑑賞（朝鑑賞）」や「アート
カード」や「造形遊び」に関する活動など、楽しく表したり、鑑賞したりする指導のアイ
デア満載な研修会 を行います。

幼児の健康と生活
奥田 援史

（おくだ えんじ）
健康教育

教員（幼）
保護者

幼児の健康と生活の関連について概説します。
また、「幼児期運動指針」（文部科学省）を解説します。

暮らしと消費と環境
岸田 蘭子

（きしだ らんこ）
家庭科教育 教員（小・中・高）

新学習指導要領でも重視されている「消費と環境」についての教材開発や授業実践
についての解説を行います。受講者主体のワークショップ型の講座で、小・中・高対
象ですが、学校種別でも合同型でも対応できます。

社会科の学力と
パフォーマンス評価

岸本 実
（きしもと みのる）

社会科教育 教員（小・中・高）

社会科の思考・判断・表現の学力を身につけさせるために，パフォーマンス評価の指
導と実践が求められています。
授業の中の 15～20 分の中心活動，1 時間そして 1 単元の授業など，生徒の思
考・判断・表現のパフォーマンスをどのように指導し，評価すればよいのか，ワーク
ショップ形式で考察します。

新しい時代が
求める資質・能力

を伸ばす教育課程・
指導・評価

岸本 実
（きしもと みのる）

教育方法学 教員（小・中・高）

新しい学習指導要領により整理された、新しい時代が求める資質・能力を伸ばすた
めには、学校を基礎に教育課程を編成し、カリキュラムマネジメントを適切に実施して
いくことが求められています。また単元や授業において確実にその資質・能力を身に
つけさせる 学習指導と評価の在り方が問われています。
本講座では、学校、学年、教科など学習者の状況に合わせて、これらの問題を考察
します。

国語科の授業づくり
北村　拓也

（きたむら　たくや）
国語科教育 教員（小・中)

主体的・対話的で深い学びの実現を目指した国語科の授業づくりについて、実際の
授業や指導案を通して検討します。

算数・数学科における
統計の授業

詫摩　京未
（たくま　きょうみ）

算数・数学教育／
データサイエンス

児童・生徒（小・中）
教員（小・中）

算数・数学の教科書には、すでに収集されたきれいなデータが掲載されており、それ
らを基にして整理・分析し、考察しながら、学習をすすめます。ここで学んだことを実
際に活用するためには、子どもたちが自分でデータを収集するところから体験させる
場面を授業に取り入れることは大切であると考えます。そこで、本講義では、与えら
れたデータではなく、実際に自分たちでデータを集めてみるところから始める授業作
りについて考えていきたいと思います。

校園長としての
学校危機管理

田中 満
（たなか　みつる）

学校経営 園長・校長（幼・小・中）

学校は、幼児・児童・生徒が安心して過ごせる場所でなくてはなりません。学校の最
高責任者であり多くの子どもたち・教職員を預かる重要なポジションにある校園長
は、徹底した危機管理を図る必要があります。校園長の役割を確認しながら、管理
職としての学校危機管理を考えます。
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体育授業における
指導と評価の一体化

辻 延浩
（つじ のぶひろ）

体育科教育 教員（小・中・高）

子どもたちが学び合い育ち合う体育授業はどのように実現できるのか。いま教師に
求められる考え方や指導性はどのようなものか、協同的な学びをどのようにデザイン
し、評価していけばよいのか等、学習集団づくりの理論と方法について考えていきま
しょう。

「モンスターペアレント
問題」を読み解く視座

西野 倫世
（にしの みちよ）

教育行政学 教員（幼・小・中・高・特）

特に2000年代以降，保護者からの理不尽な要求が急増し，社会問題となってきまし
た。本講義では，いわゆる「モンスターペアレント問題」がなぜ生じてきたのか，その
背景を確認した上で，この問題をめぐる論点・視座について考えを深めたいと思いま
す。

学校における
人材育成

前田 利幸
（まえだ としゆき）

教師教育/
学校経営

若手～中堅教員（小・中）
管理職（小・中）

今日、学校現場では教職員の多忙化が深刻な課題であり、働き方改革の推進が求
められています。さらに滋賀県の教職員の年齢構成からも学校現場での人材育成
は喫緊の課題となっています。このような状況下、多忙な学校現場においていかに
効率よく計画的に人材育成を進めるのか、また教育課題解決に向けていかに学校
組織力を向上させていくのか、校長のリーダーシップとマネジメント力が求められま
す。
教員の各ステージに合わせて、明るく元気に学び続ける教職員を応援できるよう自
身の経験を活かして研修を行います。

科学教育における
話合い活動

‐「滝をのぼる水滴」を
事例として‐

山岡 武邦
（やまおか　たけくに）

データサイエンス
児童・生徒（小・中・高）

 教員・市民一般

本講義では、科学教育における話合い活動に焦点化し、深い学びの実現を目指す
授業づくりについて検討します。具体的には、錯視に関する実験を行い、話合い活動
を取り入れながら自然現象を理解し、そこで得たデータを解釈していくプロセスを体
験します。

障害のある
子どもの支援

山川 直孝
（やまかわ なおたか）

特別支援教育 教員（幼・小・中・高・特）

勉強が苦手だったり、集団生活になじめなかったりする子どもが少なくありません。
障害の状態やそれに伴う学びにくさは多様かつ個人差が大きく、個別最適化した学
びが求められます。心理アセスメントの紹介や気になる行動をする理由、子どもの長
所を生かした対応などについて、自立と社会参加を見据えながら考えていきます。

全国学力・学習状況
調査から考える算数・
数学科の授業づくり

山下 亮
（やました　りょう）

数学科教育 教員（小・中）
全国学力・学習状況調査の調査問題は、学習指導要領が求める育成を目指す資
質・能力を踏まえ、その具体的なメッセージとして示されています。この調査問題をも
とに、算数・数学科の授業づくりについて考えます。
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MfCP Mindfulness for Children’s Project
https://mfcp.info/

SKC 2025  

SKC

SKC
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Web  
Web

Web

Web

Web

ICT  

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201601/1375335_017.pdf

Siemens, G., & Long, P., "Penetrating the fog: Analytics in learning and education." EDUCAUSE Review,

Vol.46, No.5, pp.30-32, 2011

https://er.educause.edu/articles/2011/9/penetrating-the-fog-analytics-in-learning-and-education/

Society for Learning Analytics Research https://solaresearch.org/

 Vol.8 pp.89-90

2025, https://www.edu.shiga-u.ac.jp/wp/wp-content/uploads/R6jisen_rpt2.pdf  

Web Learning Analytics SiLA

1-S04A2 pp.121-122 2026
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１０ 教員志望について「志望の変遷」を追う 

滋賀大学は，教育学部と経済学部，データサイエンス学部の 3 学部からなる総合大学である。キャン

パスが，大津と彦根にあり，教育学部のみ大津キャンパスである。つまり，滋賀大学教育学部生は，単

一の学部のキャンパスで学んでいる。 

教育学部の学びは，変化の激しい時代に対応できる多様で個性豊かな教育者の育成を目指し構築され

ている。本学部での学びを経て，一人でも多くの本学出身者が，意欲をもって教育現場で活躍してくれ

ることを願い，日々教育活動が進められている。本学部入学の志望動機は，「教員として就職すること」

を基本にしているが，就職結果をみると「教員以外」の仕事に就く学生も毎年一定数いる。教員養成を

理念としている教育学部の学生の教員志望の目標がどの時点でどのような理由によって変遷し，どう就

職につながったのかをまとめてみた。 

学生には，在学中に何回かアンケート調査が行われている。今回，資料として使用するのは， 

① ⼤学⼊学直後，前期中にキャリア⽀援アンケートとして実施しているもの。（キャリア⽀援室で実施） 
② １回生の11月に学生が所属するコースと専攻が決定したときに実施しているもの。（教育実践総合センター

と教務係で実施） 

③ ３回生の教育実習終了後，実施しているもの。（教育実践総合センターと教務係で実施） 

この３種類の個人別調査データを用いて教員志望の変遷を追跡した。 

アンケート調査の項目は， 

「１ 教員になりたい。２ 教員になるか迷っている。３ 教員以外をめざす。４ 未定またはその他」である。 

以下の資料は，直近の過去４年，2019 年～2022 年 4 月入学生≒2022 年～2025 年度卒業生のデータをま

とめたものである。 

 

１  2022 年度入学生の進路希望調査の推移  

 ① 1 回生入学時志望調査（4 月～7 月）（回答数 232 人） 

 

 

 

 ② 1 回生コース決定時志望調査（11 月）（回答数 222 人） 

                                                    

 

 

 

 

 

1.教員をめざす 147 人 63.4% 

2.迷っている 67 人 28.9% 

3.教員以外 12 人 5.2% 

4.未定 6 人 2.6% 

1.教員をめざす 151 人 68.0% 

2.迷っている 54 人 24.3% 

3.教員以外 14 人 6.3% 

4.未定 3 人 1.4% 
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③ 3 回生教育実習後志望調査（11 月）（回答数 229 人） 

 

 

 

 

 

 

入学時および１回生コース決定時（11 月）は、「教員をめざす」が堅持され、コース決定の影響はほぼ

見られない。３回生の教育実習後において、教員以外を目指す学生や迷っている学生が増加した。教育

実習後は、丁寧なサポートや声かけ、教職の魅力発信が必要であると考える。 

 

１  2021 年度入学生の進路希望調査の推移  

 ① 1 回生入学時志望調査（4 月～7 月）（回答数 239 人） 

 

 

 

 ② 1 回生コース決定時志望調査（11 月）（回答数 239 人） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 3 回生教育実習後志望調査（11 月）（回答数 233 人） 

 

 

 

 

 

 

 入学時および１回生コース決定時（11 月）は、「教員になるか迷っている」「教員以外」が例年より

多かった。３回生の教育実習後において、教員以外を目指す学生は例年並みだが、まだ教員への迷いを 

感じている学生が一定数おり、教育実習後の丁寧なサポートが必要であると考える。 

1.教員をめざす 135 人 59.0% 

2.迷っている 51 人 22.3% 

3.教員以外 37 人 16.2% 

4.未定 6 人 2.6% 

1.教員をめざす 136 人 56.9% 

2.迷っている 75 人 31.4% 

3.教員以外 18 人 7.5% 

4.未定 10 人 4.2% 

1.教員をめざす 126 人 52.7% 

2.迷っている 84 人 35.1% 

3.教員以外 17 人 7.1% 

4.未定 12 人 5.0% 

1.教員をめざす 123 人 52.8% 

2.迷っている 52 人 22.3% 

3.教員以外 46 人 19.7% 

4.未定 12 人 5.2% 
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２  教員志望者の推移と就職結果  

 

⼊学年 2019年（R1) 2020年（R2) 2021年（R3) 2022年（R4)  2023年（R5) 2024年（R6) 2025年（R7) 
卒業年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度  2026年度 2027年度 2028年度 

⼊学時教員 133⼈/236⼈ 138⼈/223⼈ 128⼈/218⼈ 144⼈/229⼈  152⼈/242⼈ 143⼈/235⼈ 143⼈/238⼈ 
志望(1 年6 ⽉) 56.4% 61.9% 58.7% 62.9%  62.8% 60.9% 60.1% 
分属時教員 98⼈/201⼈ 134⼈/224⼈ 119⼈/219⼈ 150⼈/222⼈  182⼈/241⼈ 161⼈/232⼈ 147⼈/239⼈ 
志望(1 年11 ⽉) 48.8% 59.8% 54.3% 67.6%  75.5% 69.4% 61.5% 
教育実習後 103⼈/232⼈ 135⼈/227⼈ 118⼈/219⼈ 140⼈/234⼈  143⼈/237⼈ 

未実施 未実施 
教員志望(3 年) 44.4% 59.5% 53.4% 59.8%  60.3% 
教員就職結果 131⼈/237⼈ 133⼈/227⼈ 142⼈/221⼈ 136⼈/235⼈  

― ― ― 
（含講師） 55.3% 58.6% 64.3% 57.9%  

 

 
【2019 年入学生】   【2020 年入学生】   【2021 年入学生】   【2022 年入学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※入学年 2022 年の就職結果は 2 月末現在 

上段：該当者／回答者の実人数 
下段：該当者／回答者の割合 

※入学年 2022 年の就職結果

は 2 月末現在 

 

入
学
時 

 
 
 
 
 
 
 

分
属
時 

 
 
 
 
 

教
育
実
習
後 

 
 
 
 
 

就
職
結
果 

教員志望
150⼈

迷っている
55⼈

教員以外13⼈
未定4⼈

教員志望
144⼈

迷っている
69⼈

教員以外9⼈ 未定7⼈

-84-



10 教員志望について「志望の変遷」を追う 

 

 

学校教員として就職した者、次年度に向けて講師就職した者は、この４年間で少しずつ増加傾向に

ある。 

 今年度卒業生（2022 年入学生）の特徴は、一回生の間は教員志望者の割合が例年よりかなり高か

ったが、３回生の教育実習後は、その割合が例年並みになった。２月末の就職結果においても、教員

や講師になることを選んだ者の割合はほぼ昨年と同じであった。 

学内の様々な場面において、教員の仕事の魅力を発信し、丁寧に指導していきたい。 

 

 

 【2023 年入学生】 【2024 年入学生】 【2025 年入学生】 【就職結果】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去においては、１回生の入学時に比べ、分属時に教員志望者が減少する年度もあったが、近年は教

員志望を堅持しており、分属が教員志望におよぼす影響は全体として少なくなっている。 

教育実習後に、はっきりと教員以外の進路を目指す者の数が増え、実際の企業就職も例年それに近い

人数になる。ただ企業の採用の取り組みは年々前倒しになり、教育実習後迷いが生じ、すぐに企業就職

に切り替えたとしてもすでにスタートは切られており、乗り越えるべきことは多い。 

また、入学時調査で、教員以外の就職を希望、もしくは進路未定の者が、どの年度も２０～３０人程

度いる。教員養成学部としての本学の魅力、取り組みを今後もさらに広く高校生に周知していく必要が

ある。 
 

入
学
時 

  
   

  
  

  
 

分
属
時 

 
 
 
 
 
 

教
育
実
習
後 
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３  卒業時の就職状況からみる進路希望の推移  

 卒業時の就職決定先をグループ化して，学生個別の教員志望変遷を追ってみた。 

それぞれの就職先のグループ別に教員志望の変遷をたどる。 

【2022 年度入学生】 

  グループを次のように分けた。2025 年度卒業生 235 人のうち，教員志望アンケート（１回生入学時・ 

１回生コース決定時・３回生教育実習後）の３回分の回答を得ているのは 216 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2021 年度入学生】 

  グループを次のように分けた。2024 年度卒業生 221 人のうち，教員志望アンケート（１回生入学時・ 

１回生コース決定時・３回生教育実習後）の３回分の回答を得ているのは 216 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ【教員採用試験合格者で学校に正規採用された者】 

１１６人 （回答者 １１０人） 

Ｂ【教員採用試験不合格だが，教員志望で講師になった者・含私立】 

２０人  （回答者 １７人） 

Ｃ【国家・地方公務員試験を合格し採用された者】 

１０人  （回答者 １０人） 

Ｄ【公務員試験により幼稚園・保育士に採用された者】 

１０人    （回答者 １０人）  

Ｅ【一般企業に採用された者】   

４７人（うち幼保は３人）  
（回答者 ３７人（うち幼保は３人）） 

Ｆ【大学院に進学した者含留学】      

１９人    （回答者  １６人） 

Ｇ【自営業・その他・不明】      

１３人 （回答者 １３人）（3 月末には，減少予想） 

Ａ【教員採用試験合格者で学校に正規採用された者】 

１１１人 （回答者 １１０人） 

Ｂ【教員採用試験不合格だが，教員志望で講師になった者・含私立】 

３１人  （回答者 ３０人） 

Ｃ【国家・地方公務員試験を合格し採用された者】 

１６人  （回答者 １６人） 

Ｄ【公務員試験により幼稚園・保育士に採用された者】 

６人    （回答者 ６人）  

Ｅ【一般企業に採用された者】   

４０人（うち幼保は３人）  
（回答者 ３９人（うち幼保は３人）） 

Ｆ【大学院に進学した者含留学】      

１２人    （回答者  １１人） 

Ｇ【自営業・その他・不明】      

５人 （回答者 ４人） 

※2022 年度入学生の就職結果は 2 月末現在 

E 一般企業 

E 一般企業 
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【2020 年度入学生】 

  グループを次のように分けた。2023 年度卒業生 227 人のうち，教員志望アンケート（１回生入学時・ 

１回生コース決定時・３回生教育実習後）の３回分の回答を得ているのは 220 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 ＡグループからＧグループ７種類の卒業時の進路別グループの教員志望変遷パターン 

 志望調査項目 ： １教員志望 ２教員になるか迷っている ３教員以外をめざす ４未定  

 調査時期 ： 1 年入学時調査 ⇒ 1 年コース決定時 ⇒ ３年教育実習後  

 2021 年度⼊学⽣  
【A のグループ（教員）に属す学生（回答者 １１０人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 
1
1
2

8
2

5
8

1
1
1
1

11
8

12
48

0 10 20 30 40 50 60

334 教員以外 ⇒ 教員以外 ⇒ 未 定
422 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
242 迷っている ⇒ 未 定 ⇒ 迷っている
222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
212 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
122 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
421 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
411 未 定 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
321 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
311 教員以外 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
221 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
211 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

Aグループ・教員合格者(回答者110⼈)の教員志望変遷

Ａ【教員採用試験合格者で学校に正規採用された者】 

１１２人 （回答者 １０９人） 

Ｂ【教員採用試験不合格だが，教員志望で講師になった者・含私立】 

２１人  （回答者 １９人） 

Ｃ【国家・地方公務員試験を合格し採用された者】 

１７人  （回答者 １７人） 

Ｄ【公務員試験により幼稚園・保育士に採用された者】 

８人    （回答者 ８人）  

Ｅ【一般企業に採用された者】   

４４人 （うち幼保は６人） 
（回答者 ４４人（うち幼保は６人）） 

Ｆ【大学院に進学した者含留学】      

１７人    （回答者  １７人） 

Ｇ【自営業・その他・不明】      

８人 （回答者 ６人） 
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〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 
【A のグループ（教員）に属す学生（回答者 １０９人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 
＊入学後から卒業時までの教員志望の変化がなく，一貫しているものが多いが，途中で迷いが 
生じたり，ずっと迷いながらも最終的に教員志望に至り，採用試験に合格した者も一定数いる。 

 2021 年度⼊学⽣  
【Ｂグループ（講師）に属す学生（回答数３０人）の教員志望変遷は，以下のとおりである。】 

〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 
【Ｂグループ（講師）に属す学生（回答数１９人）の教員志望変遷は，以下のとおりである。】 
 

 

 

 

  

 

 

 

1
1
1
1

3
2

4
4

1
2

14
5

2
68

0 10 20 30 40 50 60

224 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
423 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
133 教員志望 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
322 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
212 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
122 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
421 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
321 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
221 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
211 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

B グループ・講師採⽤の者(回答者 19 ⼈)の教員志望変遷 

A グループ・教員合格者(回答者 109 ⼈)の教員志望変遷 

2
1
1
1
1
1

5
1
1

16

0 2 4 6 8 10 12 14 16

224 迷っている ⇒迷っている ⇒未 定

333 教員以外 ⇒教員以外 ⇒教員以外

442 未 定 ⇒未 定 ⇒迷っている

222 迷っている ⇒迷っている ⇒迷っている

212 迷っている ⇒教員志望 ⇒迷っている

122 教員志望 ⇒迷っている ⇒迷っている

112 教員志望 ⇒教員志望 ⇒迷っている

221 迷っている ⇒迷っている ⇒教員志望

121 教員志望 ⇒迷っている ⇒教員志望

111 教員志望 ⇒教員志望 ⇒教員志望

⼈数

B グループ・講師採⽤の者(回答者 30 ⼈)の教員志望変遷 

1
1

2
1

2
1

11

0 2 4 6 8 10 12 14 16

224 迷っている ⇒迷っている ⇒未 定

113 教員志望 ⇒教員志望 ⇒教員以外

222 迷っている ⇒迷っている ⇒迷っている

112 教員志望 ⇒教員志望 ⇒迷っている

221 迷っている ⇒迷っている ⇒教員志望

121 教員志望 ⇒迷っている ⇒教員志望

111 教員志望 ⇒教員志望 ⇒教員志望

⼈数

B グループ・講師採⽤の者(回答者 19 ⼈)の教員志望変遷 

＊教員志望の気持ちをいずれかの時期に持っている者が多い。 
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 2021 年度⼊学⽣  
【Ｃグループ（公務員）に属す学生（回答数 １６人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 

〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 
【Ｃグループ（公務員）に属す学生（回答数 １７人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 

＊ほとんどの者がいずれかの時期に教員以外と考えている。 

教育を学び，学んだことを行政的視点で生かすため公務員をめざした者もいる。 

 2021 年度⼊学⽣  
【D グループ（公立・幼稚園・保育士）に属す学生（回答数６人）の教員志望変遷は、以下のとおり】 

 

1
2

3
4

2
1

2
1

0 1 2 3 4

224 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
433 未 定 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
333 教員以外 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
223 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
123 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
122 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

1
1
1
1

2
1

3
1
1

3
1
1

0 1 2 3 4

414 未 定 ⇒ 教員志望 ⇒ 未 定
324 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
224 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
124 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
423 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
333 教員以外 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
223 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
213 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
123 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
113 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
211 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

1
1

2
2

0 1 2 3 4

212 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

Dグループ・公⽴幼保合格者(回答者6⼈)の教員志望変遷

C グループ・公務員合格者(回答者 17 ⼈)の教員志望変遷 

C グループ・公務員合格者(回答者 16 ⼈)の教員志望変遷 
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〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 
【D グループ（公立・幼稚園・保育士）に属す学生（回答数８人）の教員志望変遷は、以下のとおり】 

 
 

＊公立幼保の採用試験は市町の公務員試験を受験することになるが，幼稚園教諭も保育士も教員志望で

ある。採用試験は幼稚園教諭と保育士を一緒に募集される自治体が多い。 

 

 2021 年度⼊学⽣  

【E グループ（一般企業）に属す学生（回答数 ３９人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 

＊ ⼊学時点から「迷っている」「教員以外」と回答している者が多く、教育実習後にはっきりと「教員
以外」を考えている傾向がある。 
 

1
1

2
4

0 1 2 3 4

222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
231 迷っている ⇒ 教員以外 ⇒ 教員志望
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

Dグループ・公⽴幼保合格者(回答者8⼈)の教員志望変遷
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1
1
1

6
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1
1

2
2

1
2

3

0 2 4 6 8

424 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
124 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
443 未 定 ⇒ 未 定 ⇒ 教員以外
343 教員以外 ⇒ 未 定 ⇒ 教員以外
333 教員以外 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
243 迷っている ⇒ 未 定 ⇒ 教員以外
233 迷っている ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
223 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
213 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
113 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
442 未 定 ⇒ 未 定 ⇒ 迷っている
312 教員以外 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
221 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
211 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

D グループ・公⽴幼保合格者(回答者 8 ⼈)の教員志望変遷 

E グループ・企業就職者(回答者 39 ⼈)の教員志望変遷 
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〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 

【E グループ（一般企業）に属す学生（回答数 ４４人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 

＊早い時点で、迷ったり、教員以外を考えたりしている。 

 2021 年度⼊学⽣  

【Ｆグループ（院進学・留学）に属す学生（回答数１１人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 

1
2

1
2
2

1
2
2

3
1
1

8
1
1

2
2

3
1

3
1

2
2

0 2 4 6 8

324 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
224 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
114 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 未 定
433 未 定 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
423 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
413 未 定 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
333 教員以外 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
323 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
223 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
213 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
123 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
113 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
422 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
212 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
122 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
321 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
211 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望
131 教員志望 ⇒ 教員以外 ⇒ 教員志望
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

1
1
1

2
2

1
2

1

0 1 2 3 4 5 6

344 教員以外 ⇒ 未 定 ⇒ 未 定
233 迷っている ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
113 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
221 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

E グループ・企業就職者(回答者 44 ⼈)の教員志望変遷 

F グループ・院進学留学者(回答者 11 ⼈)の教員志望変遷 
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〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 
【Ｆグループ（院進学・留学）に属す学生（回答数１７人）の教員志望変遷は、以下のとおりである。】 

 
＊教員志望で大学院に進学する者とともに，在学中に関心が深まった他の分野での学びを深めたい者も

一定数いる。 

 2021 年度⼊学⽣  

【G グループ（自営業・その他・不明）に属す学生（回答数４人）の教員志望変遷は以下のとおりである。】 

 

〈 2020 年度⼊学⽣との⽐較 〉 

【G グループ（自営業・その他・不明）に属す学生（回答数６人）の教員志望変遷は以下のとおりである。】 

 

＊いずれかの時期に迷いがあり、教員以外の進路を志す者が多い。 

 

2
2

1
3

1
1
1

6

0 1 2 3 4 5 6

423 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
123 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
113 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
222 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている
212 迷っている ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
112 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 迷っている
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望
111 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員志望

⼈数

1
1
1
1

0 1 2 3 4

233 迷っている ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
223 迷っている ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
113 教員志望 ⇒ 教員志望 ⇒ 教員以外
121 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 教員志望

⼈数

1
1
1

2
1

0 1 2 3 4

424 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
324 教員以外 ⇒ 迷っている ⇒ 未 定
423 未 定 ⇒ 迷っている ⇒ 教員以外
233 迷っている ⇒ 教員以外 ⇒ 教員以外
122 教員志望 ⇒ 迷っている ⇒ 迷っている

⼈数

F グループ・院進学留学者(回答者 17 ⼈)の教員志望変遷 

G グループ・その他、不明の者(回答者 6 ⼈)の教員志望変遷 

G グループ・その他、不明の者(回答者 4 ⼈)の教員志望変遷 
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10 教員志望について「志望の変遷」を追う 

 

 

【考察】 

２０２２年度卒業生，２０２３年度卒業生，２０２４年度卒業生，２０２５年度卒業生の教員志望の

変遷を辿ってみた。コロナ禍の影響は、年次を追うごとに減少していったが、特に２０２２年度卒業生

は、教育実習を含め大学生活においてコロナ禍の影響を大きく受けた。結果的に教員になったものの割

合が、コロナ禍が徐々に回復していった他の年度より低かったのはその影響のためと考える。対面での

接触が極度に制限されたコロナ禍を経て、改めて人間の発達段階における人と人との直接交流の大切さ

が広く認識されることとなった。 

教育実習終了後に、子どもたちや現場の先生方との出会いや学校現場での経験により、教員志望をよ

り固める学生の報告を耳にするのは大変うれしい。同時に，現場の教師の働きぶり，教育活動の多様さ

に自信をなくし，教員志望が揺らぐ学生も多いが，時期を置かず種々のサポートや声かけをすることに

より，本来の目標に立ち返っていく学生の姿も見受けられた。教育実習での経験は，教員志望をさらに

確固たるものにしたり，進路を迷っている学生が，教員以外を目指す大きな分岐点になっているように

思われる。 

また、教育現場の大変さ、過酷さに関する報道が目立つが、教職の魅力、やりがい、現場で工夫し、

協力しあいながら、子ども達や生徒達とともに日々成長している先生方の姿ももっと発信していく必要

性を強く感じる。 

教員養成学部の学生には「知・徳・体」を一体で育む学校教育の重要性を深く受け止めてほしい。そ

して教育の仕事に携わる素晴らしさ，未来の担い手となる子どもたちの成長を育む教員の仕事のやりが

いをしっかり受け止め，一歩一歩前進してくれることを願っている。 
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11 地域教員養成プログラム 

 

昨年度から，教育学部においては文部科学省「地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能 

強化事業」に採択され，新たに「地域教員養成プログラム」に着手した。これは，地域がかかえる教育 

課題を正しく理解し，地域の文化的・歴史的財産に愛着をもちながら，確かな教育力を軸として，それ 

に教育データサイエンス／ICT／DX 活用力を掛け合わせることで，様々な地域の教育課題を主体的に克 

服していこうとする意欲ある教師を育てることを目的としている。  

本センターにおいては地域教員養成プログラムの中で，① 高校生を対象とした入学前教育，② 滋賀

県北部（彦根市，米原市，長浜市）における教育実習の実施，及び ③ 全学共通教養科目「地域からの

視点」の運営に関わっていく。 

 

◆ 高校生を対象とした入学前教育 

本学では，これまでから東大津高校，水口東高校と共同で「教職探究講座」を実施してきた。昨年度

から対象校を拡大し，さらに今年度は対象校を拡大して実施し，12 校，131 名の高校生の参加があった。 

この取り組みは，高校生の皆さんに本学に来ていただいて教職の魅力を伝えるものであるが，本学に

来校して講座を受講することが難しい高校生も多い。そこで，新たに「出前型講座」として「みらいの

先生養成セミナー」を実施した。このセミナーは，教職に関心を持つ高校 1，2年生を対象に原則 90 分

で実施するものである。 

内容は，教員の仕事と役割，滋賀で教えるということ，教育

データサイエンス，本学学生からのメッセージ，本学出身の先

輩の先生からのメッセージで構成されている。先生の１日を紹

介する動画を用いて，児童生徒から見えている教師の仕事と見

えていない仕事についての話や，教師の仕事と深くかかわる法

律の話，教師の給料や休暇制度などの勤務条件に関する話，授

業の様子を紹介する動画を用いて，滋賀で教えることの意義や

授業の大切さを伝える話，将来，ＡＩの進歩等により未来の学

校の姿はどうなるのかといった話題や学校現場で発生するデー

タをいかに有効に活用して，効果的な指導に結び付けるかとい

う教育データサイエンスについての話題なども取り上げ，講義

と動画でわかりやすく伝える取り組みである。現役の学生から

のメッセージや現職の先生からのメッセージ動画も交えて，高

校生に今何をするべきか，将来どんな先生になりたいかを考え

させる指針を与える内容となっている。今年度は，県内の高校 

6 校で，合わせて 101 名の高校生が受講した。 

実施後のアンケートでは，「進路を考えるうえで参考になったか」「教職について興味が深まったか」

「本学教育学部への関心は高まったか」の問いには，９割を超える生徒が肯定的な評価をしている。受

講を終えた 3 名の生徒の感想を以下に紹介する。 
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11 地域教員養成プログラム 

 

 

   「先生の見える仕事や，見えない仕事について理解することが出来ました。先生の１日の様子や，授

業の様子の動画があり，先生の仕事についてたくさん知ることが出来ました。どの大学に行くか，

どの学部に行けばいいのかということもよく理解できました。」 

   「いままで「先生の仕事ってこういうことするんでしょ。」「給料そこまで高くないやん。」などの

固定観念というものにとらわれていたんだなあと今回の講義を聞いていくにつれ実感しました。初

めて先生たちの隠れた努力を知って，これからの先生という職業の見方が 180°変わりました！！

改めて先生たちに感謝を伝えたい，そう思いました！！」 

   「先生になろうか迷っている自分を一歩前に進めさせてくれた気がする。先輩の人達の意見を聞いて

もう少し頑張ってみようという気持ちになれた。」 

 

また，この「出前型講座」とは別に，8 月 2 日（土）に本学で実施されたオープンキャンパスにおい

て，特別版として希望者対象に 90 分のセミナーを実施した。これには，46 校から 69 名の参加があった。 

                                     （文責：小島 秀樹） 

 

◆ 滋賀県北部（彦根市・米原市・長浜市）における教育参加体験の拡充 

令和 7 年度は，北部 3市の教育委員会との事前協議や連携協定の締結，各市の校長会での概要説明な

どを踏まえた上で，受入れ校との具体的な打合せを行い，2 回生北部出身者 14 名が「交流実習」に参加

した。引き続き同一校で，次年度も「基本実習」としてお世話になる予定である。また，令和 7 年度 1

回生についても，北部出身者の個人面談や希望調査を行い，次年度の「交流実習」に向けた準備を進め

ている。学内においても，定期的な面談や広報を行い，北部出身者の交流や情報共有に努めた。 

 

【令和 7 年度のおもな実践】 

 〈4 月〉基本実習オリエンテーション    〈5 月〉北部 3 市学校訪問 

〈6 月〉地域基本実習（前期）       〈7 月〉交流実習オリエンテーション 

〈8 月〉観察実習オリエンテーション    〈9 月〉地域基本実習（後期）・2 回生交流実習（随時） 

〈10 月〉教育参加ガイダンス        〈11 月〉教育参加プランニング・基本実習事後指導 

〈12 月〉教育実習事前説明会        〈1 月〉1 回生個人面談＆希望調査 

〈2 月〉北部 3 市学校訪問         〈3 月〉副免実習基礎（講義＆補講） 

 

【令和 7 年度 2 回生の交流実習実績】 

  彦根市 小学校 4校 4 名 中学校 2 校 2名 

  米原市 小学校 4校 4 名 中学校 1 校 1名 

  長浜市 小学校 1校 1 名 中学校 2 校 2名   合計 小学校 9 校 9 名 中学校 5 校 5名 

 

【令和 7 年度 1 回生の北部実習希望状況】 

  対象者 21 名（初等 8名＋中等 13 名）のうち，現段階での北部地域実習希望者は 17 名である。 
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11 地域教員養成プログラム 

 

 

◆新設科目「地域からの視点」の試行実施 

 令和 8 年度より本格実施となる「地域教員養成プログラム」の必須科目である「地域からの視点」に

ついて，今年度は北部出身者を中心に試行実施を行った。 

【授業の目的】   

本授業では，滋賀の良さや強み，課題などをよく理解したうえで，滋賀に愛着を持った児童・生徒を

育てることのできる教員（地域マインドを持った教員）の育成を目的とした。受講生は，滋賀の地理・

歴史，自然，民話・昔話などの魅力を知るとともに，多様なニーズをもつ児童・生徒，外国にルーツを

もつ子どもらの就学をめぐる課題も学ぶと同時に，文化財や博物館でのフィールドワークを体験して学

びを深めた。なお，この授業は集中講義の形態を取ったが，大学での授業は木曜日４限に実施した。 

【授業の概要】   

○第 1 回：9月 29 日（月）③「オリエンテーション」(担当：神Ｔ，横尾） 

 ○第 2 回：10 月 9 日（木）④「地域学習」（担当：髙田Ｔ）  

○第 3 回：10 月 16 日（木）④「外国にルーツのある児童生徒」（担当：児玉Ｔ） 

○第 4 回：10 月 30 日（木）④「滋賀の文化財」（担当：小島Ｔ） 

○第 5 回：11 月 13 日（木）④「調査活動報告会①」（担当：神Ｔ，横尾） 

○第 6･7 回：11 月 16 日（日）「石山寺フィールドワーク」（担当：小島Ｔ） 

○第 8 回：11 月 20 日（木）④「平和学習」（担当：県立平和祈念館 田井中Ｔ） 

○第 9 回：11 月 27 日（木）④「民話や昔話の魅力」（担当：大阪樟蔭女子大学 大杉Ｔ） 

○第 10 回：12 月 11 日（木）④「絵本の読み聞かせ会」（担当：神Ｔ，横尾） 

○第 11 回：12 月 18 日（木）④「滋賀の自然」（担当：横尾） 

○第 12・13 回：12 月 21 日（日）「琵琶湖博物館フィールドワーク」（担当：横尾） 

○第 14 回：1 月 8 日（木）④「算数物語」（担当：附属小学校 荒井Ｔ，神Ｔ） 

○第 15 回：1 月 22 日（木）④「報告会②＆エンディング」（担当：神Ｔ，横尾） 

【受講生】合計 22 名（3 回生 2 名，2 回生 7 名，1 回生 13 名）（県外 4名＋県内 18 名） 

【受講生の声】 

・滋賀の魅力を知ることができ，とても勉強になった。フィールドワークも楽しかった。  

・全体的に浅く広くといった内容だったので，もっと深いところまで学びたかった。  

・校外学習計画の作成ポイントなど，教師の仕事や支援について具体的に知りたかった。 

・フィールドワークの振り返りや共有の場，グループでの活動や話し合いなどがあると良かった。 

 ・母校訪問の日程を組むのが大変だった。時期を冬休み中にするなどの工夫が必要である。 

・フィールドワークや地域学習の交通費や活動費を補填してほしかった。 

【次年度の方向性】 

 ・今年度のプログラムや受講生の声をベースにして再構築を行う。 

 ・母校訪問の期間が授業期間と重ならないように配慮するなど，授業の順番を入れ替える。 

 ・フィールドワークの時数カウントを減らし，振り返りや共有の時間を組み入れる。 

・グループワークや学生の主体的な活動を取り入れる。 

（文責 横尾博邦） 
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11 業務報告（春学期）

キャリア支援 教育実習支援
教師力養成サークル
「教師のたまご」

石山プロジェクト

４
月

・就職相談・面談
・新入生対象キャリア支援案内・アンケート
　実施(SUCCESS)
・キャリア支援室管理/備品・書類・図書整理
　及び貸出（以後年間常時）
・就職関係掲示物整理（以後年間常時）
・就職求人票分類・整理（以後年間常時）
・教員採用試験小論文指導
・教員採用試験面接・集団討論指導
・教員採用試験大学推薦面接

・学生面談
・教育実習委員会
・教育改革委員会
・教育実践総合センター担当者会議
・地域実習連絡協議会（栗東、守山、草津）
・地域実習校挨拶訪問（大津市内協力校）
・地域実習市教委挨拶訪問（栗東、守山、
  大津、草津）
・基本実習オリエンテーション(３回生）
・基本実習開始式（地域実習３回生）

・教員採用試験に向けての個別面談
　　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

・「教師のたまご 受かる力UP」参加者募集
　　パンフレット配信（４回生対象）

・春学期実施の打合せ 石山PJ（幼・小）
・退職女性校長会、退職園長への協力
　依頼
・春学期参加募集受付（SUCCESS掲載）

・退職女性校長会 石山PJ（小）に関して
  挨拶4/23
・春学期募集締切（小）4/24
・春学期募集締切（幼）4/24
   (幼は、5/7まで延長)

５
月

・就職相談・面談
・教員採用試験面接・集団討論指導
・インターンシップ面接指導
・公務員小論指導・面接指導
・教員採用試験小論文指導
・2021入学生教員志望変遷資料作成
・新入生キャリア支援アンケート回収
 

・学生面談
・地域実習校挨拶訪問(栗東、守山、草津）
・基本実習訪問指導（地域実習協力校）
・教育実習事前説明会（２回生）

・教員採用試験に向けての個別相談
　　　　　　　　　　　  （受かる力UP）

・教員採用試験小論文対策（受かる力UP）

・教員採用試験県外受験者集団面接練習
　　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

・打合せ会 石山PJ（幼・小）5/9

６
月

・就職相談・面談
・就職・インターンシップ面接指導
・公務員小論文添削・面接指導
・教員採用試験面接・集団討論指導
・教員採用試験小論文添削
・新入生キャリア支援アンケート結果報告
・新入生キャリア支援相談個票作成

・学生面談
・基本実習訪問指導（地域実習協力校）

・教員採用試験小論文対策（受かる力UP）

・教員採用２次試験
    　　面接及び模擬授業練習
　　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

・石山PJ（幼）省察会6/13
・石山PJ（小）省察会6/20

７
月

・就職相談・面談
・教員採用直前対策面接練習会資料作成
・教員採用直前対策面接練習会（説明講義・
　模擬面接）
・教員採用二次対策面接指導
・インターンシップ事前指導
・公務員小論文添削・面接指導

・学生面談
・教育実習委員会事前打合せ
・基本実習中間指導(３回生対象者）
・交流実習オリエンテーション（２回生）

・教員採用２次試験
    　　面接及び模擬授業練習
　　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

・教員採用２次試験
　　　　場面対応練習　　（受かる力UP） ・石山PJ（小）省察会7/18(中止）

・石山PJ（幼）省察会7/18

８
月

・就職相談・面談
・教員採用試験面接指導
・教員採用試験フォローアップ面談
・教員志望変遷資料作成・整理

・学生面談
・観察実習オリエンテーション(１回生）
・教育実習委員会
・実習基礎①（２回生）
・実習基礎②（２回生）
・教育実践総合センター担当者会議

・教員採用２次試験
    　　面接及び模擬授業練習
　　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

・教員採用２次試験
　　　　場面対応練習　　（受かる力UP）

・石山幼小への秋学期実施意向確認
・退職女性校長会、退職園長へ協力依頼
・秋学期参加募集受付（SUCCESS掲載）

９
月

・就職相談・面談
・就職エントリーシート、面接カード添削
・就職・教採ガイダンス資料作成
・面接指導

・学生面談
・基本実習訪問指導（地域実習協力校）

・「教師のたまご」次年度活動内容検討
・秋学期募集締切（小）10/2
・秋学期募集締切（幼）10/9

11 業務報告（秋学期）

10
月

・就職相談・面談
・就職・教採ガイダンス（説明講義）
・教員採用試験・公務員試験結果等報告書
　整理確認
・教員養成研修資料作成
・面接指導
・企業就職説明会の調整（経済学部と）

・学生面談
・基本実習訪問指導（地域実習協力校）
・1回生教育参加ガイダンス
・教職実践演習「学級経営」(４回生)

・「教師のたまご」次年度活動内容検討

・臨時講師等個別相談
・打合せ会 石山PJ（小）10/10
・春学期報告会・秋学期打合せ会
　石山PJ（幼）10/17

１
１
月

・就職相談・面談
・教員養成研修（説明講義）
・教員採用試験・就職関係図書選定
・企業就職説明会

・学生面談
・1回生教育参加プランニング
・教育実習委員会
・基本実習事後指導担当者打合せ会
・基本実習事後指導Ⅰ・Ⅱ
・事後指導アンケート実施(SUCCESS)
・教育実践総合センター担当者会議

・「教師のたまご 受かる力UP」参加者募集
　　パンフレット配信（３回生対象）

・石山PJ（小）省察会11/14
・石山PJ（幼）省察会11/21

１
２
月

・就職相談・面談
・キャリア支援室図書整理
・滋賀県教員採用試験問題開示・コピー
・公務員試験面接指導

・学生面談
・教育参加ハンドブックの確認
・地域実習連絡協議会（栗東、守山、草津）

・「教師のたまご」遊び心と即戦力UP活動
　案内配信（４回生対象） ・石山PJ（小）省察会12/12(中止）

・石山PJ（幼）省察会12/16

１
月

・就職相談・面談
・春季教職セミナー スタートアップ「面接・
　討論」について・資料作成
・教員採用試験問題研究（滋賀県および近隣
  県市）

・学生面談
・実習基礎指導Ⅰ,Ⅱ（補講）
・地域実習校謝意・次年度計画説明訪問（大津市教
委、市内協力校）
・令和７年度実習のまとめ
・実習マニュアルの確認及び改訂
・教育実習委員会打合せ

・特別企画活動②　≪外部講師招聘≫
「レクリエーション技法を取り入れた人間
　関係づくり」1/15,22（遊び心と即戦力UP）

・次年度教員採用試験に向けた基礎学習
　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

２
月

・就職相談・面談
・教員採用試験小論文指導
・教育実践センター報告書等原稿作成
・春季教職セミナースタートアップ「面接・
　討論」について（講義）スタートアップ面接
　練習会(案内)
・2022年入学生教員志望変遷データ集計

・学生面談
・副免実習基礎打合せ
・副免実習基礎Ⅰ
・教育実習委員会
・実習マニュアルの確認及び改訂
・教育実践総合センター報告書原稿作成

・次年度教員採用試験に向けた基礎学習
　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

・特別企画活動③≪教職大学院とコラボ≫
「新任教員Welcomeセミナー」2/19
　　　　　　　　　（遊び心と即戦力UP）

・石山PJ（幼・小）報告会2/6

・就職相談・面談
・春季スタートアップ面接練習会
・次年度新入生対象ガイダンスの実施方法
　検討・準備
・教員採用試験小論文指導
・公務員採用試験小論文指導

・学生面談
・副免実習基礎Ⅱ
・副免実習基礎（補講）
・令和８年度実習計画立案

・次年度教員採用試験に向けた基礎学習
　　　　　　　　　　　（受かる力UP）

キャリア支援 教育実習支援
教師力養成サークル
「教師のたまご」

石山プロジェクト

３
月

・年報（第9号 令和7年度版）発行　HP掲載

教職支援事業

教職支援事業
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11 業務報告（春学期）

地域教育支援事業

教職探究講座・出前講義・共同研究事業 中・高校生を対象とした入学前教育 滋賀県北部における実習等

・出前講義「米原市米原小学校」4/23

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討

・基本実習希望調査（4月上旬実施）
・基本実習オリエンテーション（4/23）
・地域実習開始式（4/23)

４
月

・出前講義「光泉カトリック中学・高等学校」5/19
・出前講義「草津市立矢倉こども園」5/19

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討

・北部3市学校訪問（交流実習受入れ校）（5/9～5/15）
　（彦根市6校・米原市5校・長浜市3校）

５
月

・共同研究の募集

・出前講義「滋賀県教育委員会事務局特別支援
  教育課」6/3
・出前講義「草津立老上こども園」6/9

・出前講義「草津市立常盤こども園」6/16

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討

６
月

・共同研究審査
・共同研究採択通知

・出前講義「草津市立第二小学校」7/2
・出前講義「草津市立老上こども園」7/4
・出前講義「東洋大学附属姫路高等学校」7/12
・出前講義「彦根市立平田小学校」7/18
・出前講義「児童育成クラブ「のびっこ」渋川7/24
・出前講義「草津市立常盤こども園」7/25
・出前講義「草津市立笠縫こども園」7/25
・出前講義「守山市立図書館」7/27

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討
・「みらいの先生養成セミナー」ハンドブック
　第２版を制作

・交流実習配置決定（北部は前倒しで調整）
・交流実習オリエンテーション（7/11）
・北部2回生サークルミーティング（7/11）

７
月

・出前講義「野洲市教育委員会」8/1
・出前講義「京都府立聾学校」8/1
・出前講義「草津市立山田こども園」8/4

・出前講義「滋賀県養護教諭研究会」8/20
・出前講義「近江八幡市教育委員会」8/26
・出前講義「野洲市立野洲小学校」8/29

・オープンキャンパスにおいて、希望する生徒を
　対象に特別版「みらいの先生養成セミナー」を
　実施　8/2

・観察実習オリエンテーション（8/1）
・北部1回生サークルミーティング（8/1）

８
月

・出前講義「草津市立矢倉こども園」9/2
・出前講義「野洲市立野洲小学校」9/3
・出前講義「草津市立常盤こども園」9/8
・出前講義「草津市立老上こども園」9/16
・出前講義「草津市立老上こごも園」9/22

・R7年度教職探究講座、共催高校等に開講案内

・附属中学校大学訪問学習で、「中学生のための
　みらいの先生養成セミナー」を試行的に実施9/11
・「みらいの先生養成セミナー」を入試広報
　として実施（八日市高校）　9/16
・「みらいの先生養成セミナー」を入試広報
　として実施（米原高校）　9/24

・2回生交流実習（9月～11月）
・北部3市学校訪問（4校）

９
月

11 業務報告（秋学期）

・出前講義「大津市立石山小学校」10/8

・出前講義「大津市小松小学校」10/22

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討

・教育参加ガイダンス（10/2）
・北部1回生サークルミーティング（10/2）
・2回生交流実習（9月～11月）
・北部3市学校訪問（7校） 10

月

・出前講義「東近江市健康医療部」11/9
・出前講義「甲賀市教育委員会」11/11
・出前講義「愛知県立豊田南高校」11/17

・出前講義「愛媛大学教育学部」11/30

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討

・教育参加プランニング（11/6）
・基本実習事後指導（11/13・11/27）
・2回生交流実習（9月～11月）
・北部3市学校訪問（3校） １

１
月

・出前講義「草津市立常盤こども園」12/15

・教職探究講座実施12/17・12/18

・「みらいの先生養成セミナー」を実施
　（草津高校）　12/9
・「みらいの先生養成セミナー」を実施
　（近江高校）　12/15
・「みらいの先生養成セミナー」を実施
　（甲西高校）　12/22

・教育実習事前説明会（12/4）
・北部1回生サークルミーティング（12/4）
・北部実習アンケート（12月中で実施） １

２
月

・出前講義「守山市立守山図書館」1/31

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討
・「みらいの先生養成セミナー」ハンドブック
　第３版を制作

・北部1回生個人面談（対象21名）（1/20～1/29）
・北部実習希望集約（1月中）

１
月

・出前講義「滋賀県立守山中学校」2/9
・出前講義「草津市立山田こども園」2/10

・出前講義「野洲市発達支援センター」2/24
・出前講義「野洲市立さくらばさまこども園」2/24
・出前講義「湖南市立三雲東小学校」2/

・共同研究事業　成果報告

・草津市教育委員会を訪問し、「中学生のための
　みらいの先生養成セミナー」の来年度からの
　実施を依頼　2/10
・長浜市教育委員会を訪問し、「中学生のための
　みらいの先生養成セミナー」の来年度からの
　実施を依頼　2/12
・大津市教育委員会を訪問し、「中学生のための
　みらいの先生養成セミナー」の来年度からの
　実施を依頼　2/18

・北部3市学校訪問（基本実習受入れ校）（2/10～2/17）
　（彦根市6校・米原市5校・長浜市3校）
・北部3市教育委員会訪問（2/3・2/12）

２
月

・「中学生のためのみらいの先生養成セミナー」
　の内容検討
・「みらいの先生養成セミナー」を実施
　（長浜北高校）　3/23

・2回生交流実習と3回生基本実習の受入れ調整（3月中）

教職探究講座・出前講義・共同研究事業 高校生を対象とした入学前教育 滋賀県北部における実習等

地域教育支援事業

３
月

・年報（第9号 令和7年度版）発行　HP掲載

地域教員養成プログラム

地域教員養成プログラム
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